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令和７年第２回永平寺町議会定例会議事日程 

（１７日目） 

                          令和７年３月１３日（木） 

                          午後 １時１５分 開 議 

 

１ 議事日程 

  第 １ 議案第２９号 令和７年度永平寺町一般会計予算について 

  第 ２ 議案第３０号 令和７年度永平寺町国民健康保険特別会計予算について 

  第 ３ 議案第３１号 令和７年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算につい 

             て 

  第 ４ 議案第３２号 令和７年度永平寺町介護保険特別会計予算について 

  第 ５ 議案第３３号 令和７年度永平寺町在宅訪問介護診療所特別会計予算に 

             ついて 

  第 ６ 議案第３４号 令和７年度永平寺町土地開発事業特別会計予算について 

  第 ７ 議案第３５号 令和７年度永平寺町上水道事業会計予算について 

  第 ８ 議案第３６号 令和７年度永平寺町下水道事業会計予算について 

 

２ 会議に付した事件 

  議事日程のとおり 

 

３ 出席議員（１２名） 

   １番  中 村 勘太郎 君 

   ２番  長 岡 千惠子 君 

   ３番  川 崎 直 文 君 

   ５番  清 水 紀 人 君 

   ６番  金 元 直 栄 君 

   ７番  森 山   充 君 

   ８番  清 水 憲 一 君 

  １０番  齋 藤 則 男 君 

  １１番  上 田   誠 君 

  １２番  松 川 正 樹 君 

  １３番  楠   圭 介 君 
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  １４番  酒 井 圭 治 君 

 

４ 欠席議員（２名） 

４番  朝 井 征一郎 君 

９番  滝 波 登喜男 君 

 

５ 永平寺町議会に説明のため出席した者の職氏名 

   町 長   河 合 永 充 君 

   副 町 長   北 川 善 一 君 

   教 育 長   竹 内 康 高 君 

   財 政 課 長   原   武 史 君 

   学 校 教 育 課 長   山 口 健 二 君 

   生 涯 学 習 課 長   吉 田 正 幸 君 

   子 育 て 支 援 課 長   池 端 時 枝 君 

 

６ 会議のために出席した事務局職員 

   議 会 事 務 局 長   清 水 和 仁 君 

   書 記   酒 井 春 美 君 
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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

（午後１時１５分 開議） 

～開 会 宣 告～ 

○議長（酒井圭治君） 各議員におかれましては、お忙しいところご参集いただき、

ここに１７日目の議事が開会できますこと、心から厚くお礼申し上げます。 

   ただいまの出席議員は１２名で定足数に達しております。 

   議事日程は会議規則第２１条の規定に基づき、皆様のお手元に配付してありま

すので、よろしくお願い申し上げます。 

   これより本日の会議を開きます。 

   議案の審議につきましては、第１審議、第２審議、第３審議の順で審議を行い

ます。 

   なお、質疑につきましては、会議規則第５５条の規定を遵守していただきます

よう、よろしくお願いいたします。 

   それでは、議事に入ります。 

  ～日程第１ 議案第２９号 令和７年度永平寺町一般会計予算について～ 

  ～日程第２ 議案第３０号 令和７年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算

について～ 

  ～日程第３ 議案第３１号 令和７年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて～ 

  ～日程第４ 議案第３２号 令和７年度永平寺町介護保険特別会計予算について

～ 

  ～日程第５ 議案第３３号 令和７年度永平寺町在宅訪問診療特別会計予算につ

いて～ 

  ～日程第６ 議案第３４号 令和７年度土地開発事業特別会計予算について～ 

  ～日程第７ 議案第３５号 令和７年度永平寺町水道事業会計予算について～ 

  ～日程第８ 議案第３６号 令和７年度永平寺町水道事業会計予算について～ 

○議長（酒井圭治君） 昨日に引き続き、日程第１、議案第２９号、令和７年度永平

寺町一般会計予算についてから、日程第８、議案第３６号、令和７年度永平寺町

下水道事業会計予算についてまでの８件を一括議題とします。 

   これより、第１審議を行います。 

   それでは、予算説明資料に基づき、課ごとに審議を行います。資料は予算説明

資料並びに当初予算に係る主要事業をご用意ください。総括質疑は課ごとの審議
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が全て終了した後にお諮りいたします。 

   それでは、子育て支援課関係を行います。予算説明書は６８ページから、主要

事業は３７ページからです。通告数が多いので２回に分けて行います。最初は、

主要事業３７ページから４１ページに関する通告の回答から行います。 

   補足説明を求めます。 

   子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） それでは、子育て支援課より通告に従いまして、

ご説明をいたします。 

   まず、主要事業３７ページ、予算説明書７０ページ左側、永平寺町こども計画

策定事業についてです。３つご質問がありました。１つ目、こども計画なるもの

が続くものがどういうものになるのか。２つ目、こども子育て支援事業計画の上

位計画が１年遅れて策定することについて。３つ目、この計画の委託先や主な内

容の方針等について。こちら併せてご説明をいたします。 

   国のこども大綱やこども基本法、県が策定する都道府県こども計画を勘案し、

こども基本法第１０条第２項に定める「市町村こども計画」であり、本町におけ

る子ども・若者施策に関する事項を定める計画として策定するものでございます。

こども施策に関する関連計画と一体のものとして作成することができるものです

ので、今年度策定した第三期永平寺町子ども・子育て支援事業計画の支援分野を

強化するものとして一体的な計画としてまいります。 

   １年遅れて策定する理由としましては、「福井県こども計画」が今年度に策定

されるため、その計画を勘案したうえで町のこども計画を策定したかったためで

す。現在は、この市町村こども計画の策定については努力義務となっており、来

年度も国の補助金を活用することができます。令和７年度からの計画策定になり

ますので、詳しい内容等についてはこれから検討をしてまいります。 

   次に、主要事業３８ページ、予算説明書７３ページ左側、保育士補助事業につ

いてです。この事業を展開したことにより、どれほどの効果があったのか検証で

きるよう何か指標となるものを作るべきではというご質問です。この事業は、保

育士の職場環境改善を図るための取組ですので、具体的な指標として示すことは

難しいのですが、ノンコンタクトタイムが取りやすくなり、事務作業や行事の準

備、園内研修などを集中して行える時間を確保することができます。心にゆとり

を持てることで保育士の質の向上や働きやすさにつながると考えております。 

   さらなる作業環境改善はというご質問です。主任保育士と町長との意見交換会
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や園長会などで現場の意見をお聞きし、提案があれば取り入れられるよう検討し

てまいります。 

   募集しても応募がないのは待遇が良くないと理解し、積極的に改善していかな

いと保育士を目指す学生がいなくなる。そのほかに民営化に関するご質問で、保

育士確保の対策として、そのほかに考えていることはあるのか。民営化や統廃合

がその対策とはならないのでは。保育士のなり手不足の検討策、民営化や統合の

意味と方針はという３つのご質問がありましたが、こちらにつきましては一般質

問でお答えしているとおりですので、ご理解いただけますようお願いいたします。 

   この質問のほかに、掃除等をほかの人には理解できるが、保育士不足は民営化

しても変わらないというご質問がありましたけども、こちらにつきましては、昨

日、全体的な質問で、町の企業誘致と幼児園の民営化についての質問内容と、回

答が重複しますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

   次に、主要事業３９ページ、幼児園・幼稚園給食応援事業についてです。 

   幼児園・幼稚園でも給食費を無償にしてはどうか、というご質問がお二人の議

員からございました。幼児園・幼稚園の園児の給食費を完全無償化にした場合の

町の負担についてです。現在は４，５００円を負担していただいているので、そ

の分を町が負担すると、みどり葉こども園を含めて、約２，１４６万５，０００

円となります。高騰分については、みどり葉こども園を含めますと、１，３１３

万７，０００円で、合計３，４６０万２，０００円となります。子育て支援をさ

らに充実させる上でも、給食費の無償化は求められていくものだと思いますが、

義務教育とは異なることから、在宅で育児をされている方のこともありますので、

今後の近隣市町の動向を注視しながら考えてまいります。 

   給食の質と量の指標というご質問です。幼稚園・幼児園では、「日本人の食事

摂取基準」を基準に算出した「栄養目標量」を設定しています。毎月作成する献

立は、栄養価がそれぞれの目標量を満たす内容としております。子供のし好に偏

らず、魚類、豆類、ひじき、干し椎茸などの食材を織り込み、福井の伝承料理を

取り入れております。和風だしは昆布、かつお、煮干しなどで一から作るなど、

素材の味を生かす給食作りに取り組んでおります。量は、ご飯ですと５歳児では

１１０グラムなどの設定はありますが、心も体も大きな成長を迎える幼児期では、

特に食べる量には個人差がありますので、保育士が園児の体調も含め確認をし、

配慮しております。 

   次に、主要事業４０ページ、予算説明書７４ページ右側、永平寺町病児保育施
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設整備補助事業についてです。 

   施設設置の条件、建設予定地、看護師、保育士の配置など、民間事業者の計画

はどうなっているのかというご質問です。施設の設置条件については、町の要綱

を令和５年１０月１日付けで改正をしておりますので、本事業のための専用施設

でも実施要件を満たしております。建設予定地は、薬師２丁目８８―３でござい

ます。利用定員は６名を予定しており、事業実施に必要な保育士２名、看護師１

名の配置については確保していると確認しております。令和７年度中に施設整備、

令和８年度より供用開始を予定しております。 

   次に、主要事業４１ページ、予算説明書７９ページ右側、永平寺町こども家庭

センター運営事業についてです。この事業を展開したことにより、どれほどの効

果があったのか検証できるよう、何か指標となるものを作るべきではというご質

問です。具体的な指標となるものは、単なる相談件数や回数だけでは示すことが

難しく、初回の相談から専門機関につながった割合、あと様々な社会資源の活用、

発掘、育成など、多面的に見ていく必要があると考えております。第３期子ど

も・子育て支援事業計画の中でも、こども家庭センターで実施する施策について

追加をして記載されておりますので、こちらのほうでも毎年１年ごとに確認をし

てまいりたいと思っております。 

   募集をしても応募がない中、保育士を配置できるのかと、職員の配置が示され

ているが、不足している人員はどうしていくのか、というご質問を併せてご説明

いたします。新たにスタートするこども家庭センターですので、子育て世代の悩

みに寄り添っていけるよう、様々な資格を持った職員を配置していきたいと思っ

ています。その中で保育士の配置もしていきたいと思っております。 

   気軽に立ち寄り、相談できるための運営方法や事業内容、人員配置について、

あと人員不足が発生したときどう対処するのか、というご質問がありましたので、

併せてご説明をいたします。安心して気軽に相談することができるために、こど

も家庭センター「えいぷらっと」の職員は、専門職員を配置いたします。場所も

翠荘内に設置をしますので、役場とは雰囲気が違い、気軽に寄っていただける場

となると思っております。事業内容については、妊娠届から妊産婦支援、子育て

や子供に関する相談を受けて、支援をつなぐためのマネジメントなどを行います。

人員につきましては、保健師、保育士、社会福祉士などでございます。人手不足

の時代ですので、人員が不足することもないとは限りませんので、何らかの資格

のある職員でよりきめ細やかな支援ができるよう努めてまいります。また、こど
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も家庭センターには保健師は欠かせない存在ですので、統括支援員として配置を

し、そこはしっかりと確保をしてまいります。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） これより質疑を許可いたします。 

   まず、通告者の質疑を許可します。 

   質疑ありませんか。 

   ８番、清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） 主要事業３８ページ、保育士補充事業ですけども、なかなか

大分前からこの話は議会の中でも話しされていると思いますけど、なかなか議員

の思いと、行政のほうにそれが伝わらない、歯がゆさみたいなのがありますけど

も、でもまあこの数日前ですか、石破総理大臣が保育士不足に対して、１１１万

人の有資格者を保育士不足にあてがう、というような答弁をされたので、ああ、

まさにこれと同じかなという具合に認識しました。だから、なかなかこれに対応

していくのは難しいだろうと思いますけども、だから、ここで書かれているよう

に、民営化とか統合とかそういう話とは違いますよね。もう保育士を目指さない

と。それはもう当然のごとく、仁愛短大とか仁愛大学の上の人が、県知事のほう

に要請したということは話題になっていますけど、そういう中で子育て福井県で

ありますから、保育士もしっかり守っていきます、ということで永平寺町がブラ

ックじゃなくてホワイト、保育士にとってホワイトな職場だという具合に、もう

ちょっと手厚く支援をしていただきたい。みんなが永平寺に就職したいなという

具合になるくらい、町だけで難しいのならば県知事のほうに要請していただいて、

保育士の確保をしていただきたい。でないと、そもそも保育士が世の中から消え

てしまうということにもなりかねない。そのぐらい危機的な状況だということを

認識していただきたいのですけど、いかがでしょう。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 認識しているから、こういうふうにいろいろな対策を今考え

ています。じゃあ、どうしたらいいかで、じゃあそれがおっしゃるとおり、民営

化にしても数は変わらないので、絶対的な数は変わらないですが、ひょっとした

らじゃあ、統合ならそれは可能なのか。統合することによって一クラスの子供た

ちの園を先生の数を少なくなるのを減らしていけばいいか。それと待遇の話です

が、私いろいろ先生ともお話をさせていただいておりますが、待遇が悪い、給料

が低いとかそういったのはあまりない。これ何度かお話ししていますが、自分た



 

－４９６－ 

ちの育児のときにやっぱりそういった環境が欲しいとか、そういったことがあり

まして、ただ、今、これもお話ししておりますが、それをすることによって永平

寺町の住民サービス、保護者世代の例えば幼児園が行っているサービスを、これ

具体的に言いますと、延長保育や土曜日保育、これ何か所かでやっていますが、

これ１か所に集中させてほしいっていうのが、実は先生方の要望です。これをす

るに当たって、保護者の皆さんにしっかり説明をさせていただいて、こういうふ

うになるので、例えば土曜保育はこの園でしか預かれませんよとか、延長保育は

ここだけの園で預かりますので、この園に入園してください、といういろいろな

そういったお話をしなければいけないときがもう来ているなと思って。これは短

期的、中期的に、今すぐ理解を得ながら進めていかなければいけない案件と、も

う１つは抜本的に先ほど言っていたもう日本中の幼児園の先生がこれから減って

いきますので、その先生が永平寺だけが確保できるっていうわけではなしに、全

て確保する中でじゃあ、その１人の先生で何人見られる。今、６人を５人にしよ

うとか、どっちかっていうと国はよりきめ細やかなサービスをしていこう。１歳

児ですと、先生１人に対して６人ですが、大変だから５人にしていこう。今、人

口減少社会がありますので、対応できるのかなとも思っておりますが、それも短

期的なことで、中期、長期になってくると大丈夫なのか。 

   あと今、これも議会からよく出ています正職さんと会計年度さんの待遇の違い。

飽くまでも会計年度さんは補助という位置づけでお願いしているのですが、どう

してもやっぱり負担が増えてしまう。ただ、時間は決めたライフワークバランス

の中で仕事をしていただけるのでそれを選択される方もいるのですが、今正職と

会計年度さんの割合が６対４です。私立園ができるまでは５対５で、会計年度さ

んが担任をするときも結構ありました。仕事柄、育児とかで結構１年とか休んで

もらえばいいですが、休まれたときの担任が会計年度さんをしているという時代

がありましたが、今それは今解消されて六四になった。この六四っていうのも、

じゃあ七三、八二に町としてはしていきたいっていう思いがあります、待遇もい

ろいろありますし。また、会計年度さんですと、決められた時間に来て、どうし

ても朝のお迎えとかそういったところができてなくて、正職が負担になっている

ところもあるので、正職の割合を増やしていきたいっていう思いもありますが、

これも何度もお話ししているようにトータルで今考えた場合、じゃあ正職の割合

を増やすにはどうしたらいいかっていう話になると、そこで初めて民営化という

１つ結果が出る。５対５を１つ民営化したことによって今６対４になった。もう
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１つか２つ民営化したら、それが７対３、８対２になっていくのか。こういった

中期的、長期的な視点でも考えていかなければいけないと思います。今回、清掃

員の方をお願いするなど、また今からは、これはまた議会のほうにも相談させて

いただきますが、延長保育とか土曜保育を縮小させていただいて、働く場の環境

整備、これもまたお話をさせていただくときが来るかなと思います。 

   サービスが維持できなくなってきている。ここは少し我慢をして、利用されて

いる方にちょっと制限、何とかトータルで維持できるためにじゃあ、こういうこ

とをお願いしますというのは、これからつらいですけど言っていかなければいけ

ない。それは根本的に永平寺町の子供たちを守り育てていく、その子育て環境を

していくっていうことを、していかなければいけない中で、これからはそういう

お願いとかもしていかなければいけない時代に入っていきました。これをただ何

もしないのでは環境は良くなっていきませんので、と取り組んでまた皆さんのご

理解をいただきながら進めていく、そういったことになると思いますので、よろ

しくお願いします。 

○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） 保育士のなり手不足っていうところですけども、

町のほうでは中学生が学校活動の中で園を訪問し、園児と触れ合う活動を行って

いますけども、その際に保育士が生き生きと働く姿を見て将来保育士を目指す子

供が増えてくれるように、保育士のほうも一生懸命働いていきたいと思っており

ます。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） それともう一つ、これ子育てじゃなくてトータルで考える視

点も僕、必要だと思っています。何度も申し上げていますが、こればっかり言う

っていうのはありますが、経常経費の計上が多い町の中で、ここにどういうふう

に回す、予算を回すかっていうのを考えるのも１つだと思います。それの１つが

例えば給食の公立化や、公立をしてもいい部分は公立化、民営化をしていって、

どうしても必要なところにあてがう。例えば今、学校の先生、部活動が今地域移

行になって、行政がいろいろまたサポートもさせていただくのですが、結構学校

の先生に対する支援っていうのは充実しているとこがあります。この永平寺町も

県下の中では先生をサポートとか、学校をサポートする予算っていうのは、充実

させていただいておりますが、一方で町が直営をしている幼児園の先生のサポー

トを今から、しっかりしていく中で、トータル的にやっぱりスクラップアンドビ
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ルドといいますか、これはもちろんこの一般会計のここもそうですが、そこをも

う必要のないもの、また将来的にはこれから人口が減っていく中で、もうこれは

要らないよねっていう事業は、どんどん必要なところに回していく。これもトー

タル的に、ここだけで考えるのでなしに、トータル的に考えていくことも大事だ

なと思っておりますので、その点も対応していきたいと思っております。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   ６番、金元君。 

○６番（金元直栄君） 今のやつ先に言ったほうがいいですかね、 

３７ページ目のやつから。いわゆるこども計画ですね、本町の。こども計画

なるものが幾つもあるわけですが、先ほどのあれで法律によって作らなきゃい

けないもの。上位の計画、下位の計画、いろいろありますが、こども計画って

いうのは何で１つの中でまとめないですかね。一つ一つ作っていきゃ全部手間

ですよ。統一されたほうが、いろんなことを実践する意味ではいいのではない

かって思うので、ほかの計画もあります、別にこどもだけでないですが。こど

も計画なるものが上位にあって、それを実践するためにではなしに、統一して

作って、これがそういうものですっていうことを自信持って示せる内容にして

いけばいいではないか。確かに県で作る規約に少しでも沿わしたいために、１

年遅らせたっていうのがあるのかもしらないですが、もうそっくり何年に１回

作らなあかんっていう計画をもう１年延ばして、その県のやつにみんな合わせ

るとかいうことで統一化していくこともぜひ考えていったほうが、事務方とし

ては随分実践する側も読みやすいっていうことになると思います。ではないか

と思って質問しました。 

   保育士補助事業ってことで、ほんとに保育士さんがやっていることで、ほかの

人がやっても十分できることについて、そこへ回すっていうのは大事なことやと

思います。保育士の手を空けることによって、ほかに手が回る、目が回るってい

うことになれば、それはいいと思うのですが、ただ相変わらず保育士不足が統廃

合化、民営化という方向は解決する方向は、そういう方向を示しているわけです

ね。それを見ると、清水さんも言いましたけど、意味が違う。論破されているの

をまた持ち出してくると、答弁が同じだから答弁しないってことになりましたけ

ど、ちょっとどうかなって思うのと、１つ聞きたいのが、最近民間園非常にいい

です。新しくていいことも含めていいです。だけど、いい内容が聞かれていな

い。どういうとこが公立園と違っていいのか。逆に言うと、私が言いたいのは、
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公立園はこんなのでいいですよと、いうのを何でないの、そこを考えないといけ

ないではないかな。公立の側に実際、行政はそれが主で、やっているわけですか

ら、どうも子育て支援課として１つになってしまうと、どっちを見るかっていう

意味で、どうも公立のほうに目が向かないのかなって思ったりしますね。公立保

育園もっとプライド見せてほしいと思うのですが、その辺は特別に考えることは

ないでしょうか。というのと、先ほど説明の中で、なり手不足の解消のためにと

いうことで、中学生なんかの実習に保育園へ来てもらってと言うのは、それは随

分昔からやっていますよね。それはそれで僕はいいことやと思います。ただ、そ

れが実を結ぶかどうかっていうのは、あとほんとに待遇も含めて考えていく必要

があるのではないかなと思うところです。 

   次に、私が質問したとこみんな言ってしまいますけども、いわゆる幼児園の給

食の負担ですけども、たしかこれ、３、４、５歳については保育料が無料になっ

てから給食費を別に取るってことになりました。それまでは保育料に含まれてい

ましたよね。そこを確認したいです。前からは保育料に入っていたのですから、

そういう中で改正すべきでないかっていうことです。そこの整理の仕方をお聞き

したかった。 

   ４１ページのこども家庭センターは、私のほかに質問される方もいらっしゃる

と思うのですが、専門的な能力を持った人を配置しますというのは分かります。

ただ、そこが何ていうかな、いろんな保育園とかそういうところとバッティング

しないのか、行政の中でどう整理されていくのか、人の取り合いにならない。現

実的に言うと、地域包括支援センターは町の直営で運営して、社会福祉協議会に

委託しています。そこで保健師が確保したときに町はどういったかって言った

ら、条件満たしていないこともあるということは、指定管理の条件から外れるこ

ともありますよっていうことを言ったと思いますね、当時。本来で言ったら、直

営ですから、中の職員は委託、運営のほうは委託していても、町から保健師を派

遣すればいいですよね。その保健師も集まらないって話ですけど、そういうこと

も含めてもっと何か意欲的にですかね、行政がやっている優位性をいろんなとこ

ろで困っているところに人を確保して進めていくことをやらないと、この辺無駄

になってくるのではないかなと思うのですが。それで、どうもそれが民営化、統

廃合っていうことで短絡的に答弁されてしまうと、いや、それは違うでしょう、

もうそれは論破済みでしょうって委員の側から言いたいですね。 

○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 
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○子育て支援課長（池端時枝君） まず、初めのこども計画のことですけども、第三

期永平寺町子ども・子育て支援事業計画につきましては、作成が必須となってい

るものですので、これの期日を遅らせるっていうことはできないものです。こど

も計画につきましては、努力義務となっておりますので、今のところ必須ではな

いということですので、１年遅らせて第三期の子ども・子育て支援事業計画と一

体的なものにして、こども計画を策定していきたいっていう思いでございます。 

   民営化のメリットですけども。 

○６番（金元直栄君） 民営化園はいいというのは、どこがいいという。 

○子育て支援課長（池端時枝君） 民営化では保育士が変わらないっていうところ。

子供さんにとったらですがという安心感と、あと習い事が園でできるっていうこ

と。今、みどり葉ですと、園バスで少し遠いところまで遊びに行けるっていうと

ころは、私立園ならではの良さだとは思います。あとは、一次預かり保育ってい

うのがあるのですけども、そちらのほうも私立園は保護者のリフレッシュってい

うところでも、利用は可能となっていますけども、令和８年度からは誰でも通園

制度というものが開始されるので、そういうところは公立のほうも、リフレッシ

ュでも預けていけるようにはなると思っています。公立が私立に劣っているとは

思わないですけども、今私立園の民営化のほうを進めていきたいっていうところ

もありますので、私立園が今大変人気があるっていうお話はさせていただいてお

ります。 

○６番（金元直栄君） 公立園の良さはないですかっていうのを聞きたい。 

○子育て支援課長（池端時枝君）公立園では、今八つの園があるのですけども、全園

統一した保育のカリキュラムで、保育園ですけども幼稚園の機能も、幼稚園とし

ての教育的なところも一緒にやっておりますので、こども園と同じような形で保

育、教育のほうをさせていただいているということ。あと、ベテランの保育士さ

んがどの園にもいらっしゃるっていうところで、保育の若い保育士さんへの指導

や、あと子供さんへの対応、保護者への対応なんかも、公立園はすぐに対応でき

るようなところだと思っております。地域の保育士さんもたくさんいらっしゃい

ますし、地域の中で一緒に活動しています。 

   給食についてですけども、０歳から２歳児については、保育料の中に給食費と

いう概念はないですけど、給食費を含んだ保育料っていうことで頂いています。

３歳から５歳児については、第１子のお子さん、第１子、２子について給食費を

頂いております。 



 

－５０１－ 

   あと、こども家庭センターの専門的な職の確保ですけども、来年度は新たにで

きますので、保健師、社会福祉士、保育士を配置してまいります。保育士につき

ましては、経験年数の長い保育士を配置して子供さんや妊婦さん、子育て世帯に

寄り添っていけるように、しっかりと配置をしていきたいと思っております。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 民営化がいいとは言っていません。永平寺町は民営化を１つ

数年前にオープンしまして、皆さんが心配していたようなことはない。民営化が

いいのか公立がいいのか、町民の皆さんがサービスを受けているので、優劣をつ

ける話では僕はないかなと思います。町の子供たち、保護者がそこで活動、子育

て支援を受けて、子供たちの環境ができる。特色を持たせながらやっていくとい

うことで、公立も民営化も優劣をつける話じゃなくて、ただ私立側は皆さんが心

配、実際この永平寺町でもうすぐ２年たとうとするのですが、心配していたよう

なことはない、なかったということをお伝えしたかったので、そういうふうにお

話をさせていただいております。 

   それと、幼児園の給食につきましては、今保護者から４，５００円を頂いてお

りまして、本来ですと６，２００円、６，２００円から４，５００円を引くと、

１，７００円町が負担させていただいております。金額にしますと、約１，３０

０万円。コロナ前のときに４，５００円からスタートしたのですが、物価高とか

いろいろある中で負担をなくそうということで、これをさせていただいておりま

す。あと、これまでは米飯を持ってきてもらう、ご飯だけは持ってきてもらうっ

ていうのもそれも取りやめて、町のほうで米飯を用意させていただいているとい

う、そういった子育てサービスもさせていただいております。これ、無償化にし

たらどうかという議論が出てきておりまして、今学校給食、国のほうがするかも

しれないというお話も出てきておる中で、幼児園のそこをどうやって持っていく

かっていうのもあります。ただ、幼児園に通われてない、家庭で子育てをされて

いる家庭もありますので、そこの家庭との整合性など、義務教育ではない中でそ

こはどうやっていくかっていうのは、検証が必要かなと思いますが、財政的なこ

ともありますが、小中学校の給食も永平寺町はやっていますので、これが国のほ

うで進めるとなると、今かかっている約９千万円の小中学校の給食、食材費をど

ういった形で子育てに充てるのか。それは無償化に充てるのか、違ったサービス

をするのか、もしくはまた先生の幼児園のほうに充てるのかとか、いろいろな形

で考えていきたいなと思っておりますので、よろしくお願いします。 
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   こども家庭センターは、配置する人っていうのは社会福祉士、保健師が決まっ

ておりまして、保健師は絶対必要ですが、社会福祉士とか幼児園の先生は別のサ

ポートでも充てることができるとなっておりますので、保健師だけは絶対確保し

なければいけないっていうことで、今回、こども家庭センターの責任者には保健

師を充てていくということですので、ただ今回オープンしますので、今ここにあ

まり人事の話、今言うのもあれですが、若い園長先生候補ですけど、そこで一度

いろんな経験をしていただいて、また園に戻ってそこの経験を生かしていただこ

うという、これは公立をやっている町にとってはいい経験を積んでいただける、

１つの仕組みができるのかなと思っております。 

○議長（酒井圭治君） ６番、金元君。 

○６番（金元直栄君） 介護でもいろんな訪問介護などを大きく支えているのはベテ

ランのヘルパーさん。どんな問題にも対応できるっていうので、重宝されている

そうです。保育士もそうだと思いますね。ベテランの保育士がいてこそ、保育の

安定が確保できるのではないか。そういうのも評価の中に入っているのでいいで

すが、町長は民間園も公立園も優劣つけるつもりはないって言うのですが、いつ

も町の説明では民間園はいい、人気があるって、そういうことを言われるので、

ああ、そうですか。私はやっぱり公立からの逆襲が見たいですね。本当に言いた

い。応援したいですよ。僕も大事やと思います、そこは、ほんとに。 

   一次預かり保育は民間園でなくても本町は以前からやっていますよね。そうい

うのも、どう言うたらいいかな、公立園の売りっていうのがあんまり知らされて

ないように最近思いますわ、良さっていうのを。民間園、民間園っていうことが

どうも前のめりになっている、行政の姿勢がそういう言葉に表れているのでない

かなって、私は見ているのですけど、そうではないでしょうかっていう。 

   それと、給食費。例えば実際これだけかかるのですけど、これだけは町で補填

していますよっていうのを、もっと言うべきと思うのですよ。あんまり聞こえて

ないです。例えば、県でなら学校給食の無償化でも今、この永平寺に並んでいろ

いろ始めているところがありますけども、一部を補填しているっていうのもその

町ではそれなりの評価を得ているわけです。保育園の１食幾らかかって、月に直

すと１，７００円いうのは補填しているのですよって、いうのをもっと言ってい

ただくと、そういうことをぜひ考えて、やっぱり対応すべきでないかな。ただ、

保育士不足を民営化っていう表現に直結することについては、どこまできちっと

そうではないよっていうことを言わないと、僕は心配なのは今公立で働いている
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保育士が不安になる。ほんとに不安ですよ。それは清水さんの発言にも現れてい

ると思いますね。そこを行政として整理して発言することをやっていかないと、

ここは大変な問題をはらんでいるのかなと思うところです。 

   こども家庭センターについては、ほんとに在宅で子育て頑張っている人たちを

どうするかっていうことも含めて、これの政策も具体的に作っていく時期に来て

いるのかなっていうのは思います。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 園長会とか園長とお話をして、現状をどうしたらいいってい

うと、園長は民営化と統合って言います。現場はそう言います。ただ、今言うよ

うに、それがありきじゃないっていうことで、一回民営化のシミュレーション、

統合のシミュレーション、それとは別に先生の待遇を改善するシミュレーショ

ン、それを一緒の場でも議員さんとやっていきたいです。ただ、頭からそれは駄

目だ、これは駄目だっていうことになって、例えば僕ら現場の声を伝えても、そ

れは民営化につなげるのでないのか、統合につなげるのでないのかとかいって、

結構議論が平行線にいってしまう。ここがそこにはひょっとしたら今、将来の子

供たちなどに、そこにしわ寄せがいってしまうのはいけないなと思っていますの

で、ぜひ一度、そういった場を設けさせていただいて、民営化のシミュレーショ

ン、統合のシミュレーション、そしてもう１つは先生の待遇をどこまで改善した

い。どこがどう削減していくのかっていうシミュレーション。また、議員さんの

中で、これをしたらどうかっていう、それは具体性が欲しいですけど、こういう

やり方もあるぞっていうのだったら、それのシミュレーション。それを机の上に

載せて、将来とか将来の子供たちとかこれからの環境の変化とかそういった中

で、どれを永平寺町は選択しなければいけないのかっていうのをやっていきたい

と思いますので、こうやって言っていますと、町長はもう民営化ありきで物を言

っているだろう。実はそうじゃなくて、いろんな意見を聞かせてほしいって何度

も言っています。ただ、皆さんのほう、民営化は駄目だ、統合は駄目だ、何々は

駄目だって言いますので、その中で、民営化を永平寺町は２年前から始めて、そ

れほど問題もなくて、こういったところ、いいところもありますよっていうのを

お話させていただいている。実はこれもこの議論の中で僕はやっていくべきだと

思います。ぜひ、この人手不足、これについては一般質問等、これもまた福井予

算の中でもたくさん出てきていますので、これは議会の判断になりますが、特別

委員会の設置など、そういう議論の場を設けていただければいいなと思います。
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ほんとに３か月に１回の一般質問等だけでやり取りしているのではなしに、もっ

と将来に見据えて具体的に議論ができたらいいなと思いますので、よろしくお願

いします。 

   それとあと、給食のこの補助については、これも前々から結構子育て支援で頑

張って１，３００万円ほど町が負担をさせていただいておりますので、ここにつ

いてまた子育て、今度また永住支援課のほうで、いろんな形でＰＲをしていけた

らいいなと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（酒井圭治君） ６番、金元君。 

○６番（金元直栄君） １つだけ。通常は園長さんが集まると、保育士不足どうした

らいいって言ったら民営化って言うのですが、園長さんがそう言うのは理由があ

ります。２つあります。１つは、保育士が足らなくなったときに、園長さんにそ

の園の保育士を確保しなさいっていうのを以前はやっていた。今はどうなってい

るか知らないけど、やってきました。だから、やっと育てた保育士が民間へ流れ

ていくのは忍びないということを、よく園長さんは言っておられました。 

   もう一つ、行政の側に民営化とか、特に民営化ですね、統合は別にして。統合

は公立の場合もありますから。民営化っていうことを口にする人がいるようにな

ると、園長の中にそういうことを主張する人がいるようになると、行政の言って

いる方向に沿うわけですね。そうすると、あと割とおとなしいっていうのですか

ね、園長さん方は黙ってしまう。現実的にそういうことはありますよ。特にそう

いうことで人事配置もされている面もあるのかなと思うので、そういう意味では

そこはほんとに聞いていると、以前の私らの子供が保育園にお世話になったとき

なんかは、当時の園長さんは複数の園長さんに、ほんとにうちの園では子供をゆ

ったり、伸び伸びとさせています。それが園の方針ですって言われているので、

僕ほんとに安心できましたよ。習い事するのではなし。そういう意味ではもっと

公立園の良さをぜひ示していかないと、公立園で働いている人たちがだんだん肩

身の狭い思いをしていくのではないのかなって思います。それでふた言目に町長

は、それらも含めてみんな特別委員会で論議してくれって言うのですが、ちょっ

とそこはまたと思います。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） ものすごく今、印象操作をされたなと思うのですけど、ぜ

ひ、園長先生と議会のお話の場をつくっていただけたら、決して私がそういう操

作をしながらやっているとかそういったのではないのと思うのと、もう一個、金
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元議員が子育てをしていた頃と、今とでは子供の数であったり、先生の数であっ

たり、コンプライアンスであったり、いろいろなものが大きく変わってきている

中で昔はよかったなって僕もよく思います。ただ、もうそれに戻すことはできな

い、戻ることはできないという社会状況の中で、どういうふうに金元議員が子育

てをしていたときのように、今の子育て世代に充実してもらうか、納得していた

だけるかというのをどう作っていくかっていうのが大事ですので、そういった点

でぜひ現場の声も聞いていただける。町としては、大いに皆さんにお話をしてい

ただける場を作っていただければありがたいなと思っておりますので、よろしく

お願いします。 

○議長（酒井圭治君） ほか、ありませんか。 

   １１番、上田君。 

○１１番（上田 誠君） よろしくお願いいたします。 

   私は３７と３８を書かしていただきました。その他のところで４１も聞きたか

ったのですが、まず３７と８にします。ご説明の中で、第三期のやつは法的とい

うのか、作りなさいよっていう義務化されていますよと。それから、今回の計画

になっている永平寺町こども計画については、努力義務っていうのかそういうな

んで、県の方針なり県の考えが出てからそれに沿っていこうということで、それ

ありがとうございます。分かりました、ある程度。 

   そこで、私のとこも書いたのですが、やはりいろんな策定をするときには私は

思うので、永平寺町がこういう保育をやりたいとか、こういう子供の対応をして

いきたいっていうような方向性があると思いますね、その計画の中には、策定の

中に。当然、そのいくために住民のアンケートを採るとか、いろんなことをやっ

て見ていけると思います。今回のように、県の方針が出てですね、県の大体予算

もありますし、そういうのを見てことでそれは分かるのですが、やはり永平寺町

が子供のこの計画をするに当たって、大きな方針みたいなとかそんなのがあるの

でないかと思うのですが、もしもあるのであればそれをお聞かせいただきたいと

思います。一応、策定は、今おっしゃったように、今年やって来年策定っていう

ことですので、理解をさせていただきました。 

   それから、保育士のなり手不足のところですが、皆さん、清水議員、それから

金元議員も言って、私も似通ったところあるのですが、やはりここの対策のとこ

ろで町長もおっしゃっていましたが、民営化、統合も、統廃合もそれの人手不足

の一因だよっていうのは、私はこの論点が違うなって見ています。当然のよう
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に、若い世代の小さい小学校、中学校の特に女の子ですが、なりたい職業って前

は保育士さんやら、そこらっていうのは結構高い上位にあったのが、先生も高か

ったと思いますが、今は大分それがもう下がってきているっていうことから、な

り手不足になっているっていうのは、分からんでもないです。ただ、１つまず言

ったのは、さっき言った民営化や統廃合がその人手不足に関わっているのだって

いうのは論点が違うって思っています。よくテレビなんかで保育のやりがいみた

いなところの放送がされているところあるのですが、永平寺町が保育はこういう

形の保育をやりたいというのを、全面的にもっと何か魅力ある保育園っていうの

をというのか具現化するっていうのか、イメージ的にできるようなのが私はない

とだめじゃないかと思うのですが、そういうものがあるかどうかっていうのをお

聞かせいただきたいと思います。 

   私の質問事項はそれだけだったのですが、またその後のときにほんならもう１

つのこどもセンターのことについてまたお聞かせいただけたらと思います。 

○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） こども計画ですけども、先ほども申しましたけど

も、第三期子ども・子育て支援事業計画の支援施策を強化するものとして計画を

しますので、それが大きな方針です。子供の意見を取り入れるというところも大

きなところです。あとは、先ほど答弁させていただいたとおりです。 

○議長（酒井圭治君） 北川副町長。 

○副町長（北川善一君） 保育士不足の対応につきまして、民営化については昨日お

答えしましたけど、民営化することによって、保育士さんにとっても選択肢が増

えるし、預ける保護者にとっても選択肢が増えますので、民営化することにより

まして昨日も言いましたけど、民営化の異動がないとか、民間園の良さもありま

すし、公立園の良さもありますので、そちらの選択肢を与えることになります

と。統合につきましては、今、国の基準では子供５歳児の場合ですと、保育士１

人当たり３０人まで見られるのですけども、３０人まで見られるところは規模が

小さい園だと例えば５人とか、３０人まで見られるところが５人とか１０人まで

しか見られないと。それは合わせれば保育士１人でもっとたくさん、一度にたく

さん見られるというメリットもあります。そういった全国的に保育士が不足して

いるっていう現状の中で、今の清掃の委託とか少しずつ改善は、待遇の改善はし

ていますけど、そういった少しずつ、小さい取組しかできないですけども、そう

いった抜本的な改善というか、そういった対策のために民営化とか統合化とか、
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統合とかを考えていかないといけない時期に来ているのだということを申してお

ります。 

○議長（酒井圭治君） １１番、上田君。 

○１１番（上田 誠君） この前、ご報告の中で、北の保育園の園児がゼロになりま

すという話がありました。私はこんな早く次年度になってしまうのはあれだなっ

て一瞬思いました。私の考えでは、あと３年ぐらい、例えば今、現に入っていた

方が４歳、５歳になって出ていくので、５歳の人は来年、４歳の人やったら２

年、３歳の子やったら３年後ぐらいには、ひょっとしたらゼロになってくるかも

しれんけど、また入ってくる子もいるのということで私思っていました。でも、

現実的に考えると、小学校とやっぱり保育園はペアですよ。小学校がなくなった

ら、必然的にお兄ちゃんは小学校向こう行っていて、今の保育園がここだけ残っ

ているっていうのはない形になってくる。私はあまりにもそれが顕著に出てきた

なと思いました。それはやはりその地域の中で子供さん、特に小さい子も含めて

ですけど、姿が消えてしまうって言葉は悪いですけども、そういうふうな現象に

なって、その地域から活力みたいなのはなくなるっていうふうに、やっぱりそう

だなって私はいつも言っていたことに対して、変な意味での自信ですが、まさし

くそうだなっていう気がしました。そういうことを考えると、今副町長さんがお

っしゃった、当然保育士が統合すれば、５歳児、例えば３か所で見ているのが１

か所に集めれば１人で見られる。だから、保育士さんの数はちょうど抱える数は

減るから、それは保育士不足が解消になるよって。私、それも論点が違うのでな

いかなっていう気がしています。やはり、先ほど質問に出ていたように、永平寺

町はそれぞれの地域で、さっきも言った小学校も保育園も守りながら、地域の生

活の中で子供を育てるのだよっていう方針が前提にあれば、そう簡単にその地域

からペコッと、まあ言うように数の論理でね、数の論理で子供が合わせれば数が

そんでできるから、その分保育士さん３人が１人で済むって。それは、それと実

際先ほどのこども計画の中で出してきた方針の、町はこういう保育をやりますっ

ていうのと、それから町はこういう中から地域の衰退を守るために、学校なり保

育園を残すというのと、論点が違うなと私は思っています。だから、そういうこ

とを考えると、ただ単なる人数合わせ。副町長がそういったら大変申し訳ないで

すが、ただの人数合わせによってその保育士不足を解消しようというふうにしか

聞こえないですね。だから、もっと町がどういう保育をやっていくのかっていう

のが前提にあった中で、そういう論議をしないと私は思います。その点、いかが
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ですか。 

○議長（酒井圭治君） 北川副町長。 

○副町長（北川善一君） 統廃合っていうのは、こうしてくださいということを言っ

ているわけでなくて、１つの今、現実問題としての保育士不足があるという課題

に対しての１つの方向性を言っています。昔のように、それぞれの地区に保育園

も幼児園も小学校もあれば、それに越したことはないでしょうけども、今現実問

題として子供が減っている。そういった中で今、志比北小学校が志比小学校に統

合されました。もう現実問題としての対応になります。そういった現実がありま

すので、そういった現実も踏まえまして、踏まえながら保育士が今全国的に足り

ない。子供もずっと減っていくとは限らなくて、今。こないだも言いました気が

かりの子供が増えています。永平寺町は気がかりの子に対する対応を、ほかの市

町よりも充実させてやっています。そういったことをやめてもいいのかという話

にもなってきますので、そこら辺も踏まえながら１つの方策として民営化、統

合、そういったことを申し上げております。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 志比北が今回ゼロということで、理由を聞いたら、同じ学校

に行くと、子供、また大人数で学ばせたいからとか、働く場所の都合とか、これ

はそれもありますが、一方、志比南地区でも、大人数で学ばせたいとか、そうい

った中で、志比幼児園へ行かれている事例もありますので、ここは保護者のニー

ズと言いますか、ここが大事かなと思います。 

   新しい、みどり葉園ができても、そこには実は上志比永平寺の保護者もそこで

預けている。これは働く場所とか、いろいろな関係の中で、もう一度これ皆さん

冷静に考えなければいけないと思うのは、サービスを受ける子供たち、保護者、

ここがどういうニーズを持っているか。何を行政に子育てを求めているか。ここ

をもう一度、一回きれいに整理をしなければいけないのと、あと統合の話も出ま

したけど、今ここが課題になっているのは、先生の確保をどうしていくか。小さ

い園の先生を大きい園に回せという、そういう話ではなしに、全体的にこれから

先生が減っていくという数値が出ています。これを何とか対策しようと思って、

ＧＩの生徒に県は奨学金とか、そういったので支援をして、そこに来てください

って言っても、今での定数の７割とか８割まで、まだ８割は戻ってきてないって

いう、７割ぐらいしか受験をしない。 

   また、卒園した先生も一、二年で変わるのであれば、違う園に行くのであれば
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いいですけど、違う仕事に転職してしまう率も高いっていうのは仁短の先生から

聞いていまして、これからどんどん学生自体が減っていく中で、先生の数が減っ

ていくっていうのは、明らかに見えてきている。 

   ただ、子供の数もこれから減っていきますので、そこの受け皿をどうシミュレ

ーションしていくかというのが大事な話になりまして、１０年後、２０年後、あ

そこにあのタイミングで対策してなかったから、もう先生がいなくても、苦肉の

策で、もう強引に何かしなければいけないっていう、そういったのは避けなけれ

ばいけないという中で、今、統合について、いろいろありましたけど、一方的に

いい悪いではなし、今、副町長言ったのは、１つの手段を提案しただけです。 

   ここを統合のすることによって、あんまり統合はあれですけど、それはただ統

合をすることによって、何年後どういう永平寺町の環境になっているのか。じゃ

あ統合をせずに、民営化をすることによって、何年後どういう永平寺町の子育て

の環境になっているのか。現状維持のままやっていって、１０年後どういう環境

になっているのか。それはメリットを言う分には簡単ですけど、そこをするため

には何のデメリットがあるか、何の負担があるか、何をしなければいけないかと

いうのを議論しなければ、頭からこれは駄目、あれは駄目、これはいい、あれは

いいではなしに、もう一度、次の世代の子供たち、保護者が求めているものをど

うか、ひょっとしたら私たちと違う感覚で、私たちは地域のためにという思いも

ありますが、保護者にしたら、なるべく福井とか仕事場に近いとか、そういった

エリアのところに新しい園を作ってほしいとが、ニーズかもしれませんし、た

だ、それをすると、今度、さっきおっしゃられた学校との整合性とか、そういっ

たのもありますので、そういったいろいろなことを話し合う場というのがない

と、それとこういうやり取りがずっと続いて、結局、何も進まないまま、私たち

も議会はどう言うのだろう、どうだろうっていって、中途半端と言うか、そうい

う対策になってしまうのじゃなしに、ここは今、町の大きな課題がある中で、議

会と行政、しっかりと意見を出し合って、建設的に納得しながらやっていかない

と、本当にいろんなところでしわ寄せが行ってしまいますので、これは本当に節

にお願いしたいなと思います。またそういった議論の場を一人一人、議員もいろ

いろな意見があると思いますし、また議会の中でいろいろな意見を聞く場、私た

ちも一緒に参加させていただきたいと思いますので、ぜひその辺よろしくお願い

します。 

○議長（酒井圭治君） １１番、上田君。 
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○１１番（上田 誠君） ありがとうございます。いろいろ教えていただきまして。 

   私が言いたいのは、やはり魅力づくり、永平寺町の子育ての魅力はこれだよ、

それは例えば仮に、子供を、先ほど金元議員がおっしゃいましたけど、伸び伸び

とできる環境がありますよ。その中には、言葉はあれかもしれませんが、１人の

見られる子供の数は、さっき言ったように、５歳児やったら１人で３０人って言

っているけども、うちはもう１０人以下でやると。そういうぐらいの子育ての環

境をつくってやりますよとか、それから先ほどの計画の中にね、うちは例えばと

言うか、言葉はないですが、例えば自然環境がこんだけいいので、それをもう売

りにしてやっていますよとか、何かそういうものが人員不足のところの人の解消

になって、保育士が来たいな、永平寺町の保育士にはなりたいなっていうような

環境づくりが必要だろうと思っています。 

   ですから、ぜひとも計画なり、それから保育士不足のところについては、永平

寺の売りを出してもらいたい。ただ単なる、だけじゃなくてね、私はそういう気

がしていますので、ぜひ永平寺町は過去の子育てね、やったみたいに、それから

今小学校も、町長もいつも言っているように、働く世帯のために、教育の無償化

もやっている、これもやっている、これもやっている、こんな子育てに良いとこ

はないですよっていう売りやったのが、徐々に薄れてきたとこもあるのですが、

ほかもやるので、やっているので。 

   でも、そういう売りをどんとやることが、先ほど永平寺町の今、自然増加率よ

りもこう出入りのほうで子供が増えているっていうのも、売りが全面的に出てい

るのだろうと思いますので、ぜひそういうところでの保育環境も、子供環境もぜ

ひお願いしたいというのを３回目の思いです。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 売りも大事だというのは、売りというか子育て環境をよくし

ていくことも大事ですが、それを受け入れられる環境がどうかというのが今、課

題になっています。 

   永平寺町はいいとこですよ、もうきめ細かにやりますよって、もう現実来た

ら、もう先生がいないなど、そういう環境を、まず今整えていくっていうことが

大事です。 

   もちろんこれまでのいろいろな実績とか、経験とか、子育てに対するいろい

ろ、子育て支援課ありますので、常に新しいサービスとか、それは近隣市町等の

情報を得ながら、やっていくことは、しっかりやっていかなければいけないなと
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思いますけど、結構、永平寺町、子育てについてはいいところはあると思います

が、この根本となる、今度は子育ての環境の面が、不安になってきたということ

で、早め早めの対応が必要だということで、今回こういう清掃をされる方を雇う

など、次の段階にも議論をしていかなければいけないというのは、もうちょっと

喫緊の課題になってきていると思っていますので、そういう目標を達成するため

にどういう環境をつくっていくかっていうことを、議論をしていきたいと思いま

す。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   ７番、森山君。 

○７番（森山 充君） 表の３９ページで質問した量と質の指標って言うのですけれ

ども、これ例えば表の中では公立園についてって記述がしてあるのですが、公立

と私立で何か違いがあるのですかね。やり方とかも違ってくるのかっていうとこ

もそうですが。 

○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） 公立と私立でメニューは違いますけども、この栄

養量とか質とか量っていうのは、公立も私立も変わりません。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   ７番、森山君。 

○７番（森山 充君） 多分、給食の提供法とかで、例えば私立ではカフェテリア方

式みたいなのを採用しているように聞くのですが、そこら辺は間違った情報です

かね。 

○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） みどり葉保育園については、公立と同じようにや

っています。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   ５番、清水紀人君。 

○５番（清水紀人君） すみません、確認ですけども、こども家庭センター、人員不

足が発生した場合、これで気軽に相談に乗れるというのは保健師だけで、保育士

に余裕があるというところで、保育士が増えてもできることは少ないでしょう

か。 

○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） 保健師は必ず必要です。 
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   保育士も、相談には入ります、一緒に。 

   最初のうちは、母子保健のところの知識が薄いかもしれないので、そこは保健

師と一緒に、社会福祉士も一緒に勉強しながら、相談に乗っていく中で、いろい

ろ知識を得て、やっていきたいと思っています。 

   保育士が増えても、相談が薄く、弱くなるとか、そういうことはないです。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） もう今の時点で、もう正職員で社会福祉士は、もう今、子育

て支援課にいて、もういろんな相談業務も受けていただいています。これをこど

も家庭センターで保健師、また園の先生、一括になって、センターとしてスター

トさせるというのがこれです。 

   保育士については、これから人手不足等があった場合は、そこは違う保健師に

充てるとか、そういった関係になるのかなと。 

   ただ、今、保健師も現状１人不足しているのでしたか。保健師もずっと１年

中、募集をさせていただいておりまして、人手不足等があっていますが、今確

保、会計年度さんでお願いして確保できているか、何かそういった状況です。 

   ここも保健師の確保に努めてまいりたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   ５番、清水紀人君。 

○５番（清水紀人君） 今のところのもう１つ確認ですけども、基本的に１人で相談

を受けるということはないということでよろしかったですか。 

○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） 相談は必ず２人で行います。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   ５番、清水紀人君。 

○５番（清水紀人君） 質問からは離れるのですけども、先ほどの私立園のいいとこ

ろ、公立園のいいところというとこで、先ほど考えていたけども、結局は保護者

の方の評価といいますか、選択というか、保護者の人の考え方１つというのが、

答えにもなってくるかなと思います。 

   あと、どこから園が埋まってくるというのが、答えの１つかなと思っておりま

す。違うことで申し訳ございません。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（酒井圭治君） ないようですので、次に通告者以外で通告のあった案件に対

して、質疑はありませんか。 

   １０番、齋藤君。 

○１０番（齋藤則男君） 子ども計画の策定業務委託ってなっていますが、どういう

とこへ委託をされるのかと。 

それから、これ委託をしないと、この国庫補助が受けられないのかというよ

うな点と、委託をすると、単なる本当の業務委託だけで、中身のない、例えば

言うと、絵に描いた餅という存在になると、絵に描いた餅では味も分からない

しね、食べることもできない。そんな計画では、せっかくの子育て支援の町の

永平寺の名がすたれてしまうと思うので、そこら辺も考えた委託をされるな

ら、そういうことをお願いしたいなと思います。 

○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） 計画については、それの専門にやっていらっしゃ

る業者に委託をしようと思っております。 

   第３期子ども・子育て事業計画も同じですけども、アンケート調査を同じよう

に行います。 

   今度は、子供宛てにもアンケート調査を行いますので、そういったところを委

託業者にお願いするのと、あと計画の基本的な国のこども大綱や、県の子ども計

画を勘案したところの素案は、業者のほうにお願いをするのですけども、その

後、子ども・子育て会議がありますので、そちらのほうで委員の皆様にご意見を

いただいて、永平寺に沿ったもので、永平寺の施策としてやれるような計画にし

てまいります。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   １１番、上田君。 

○１１番（上田 誠君） こども家庭センターのところが書いてなかったので、私の

ほうから質問させてもらいます。 

   今までも当然、相談事業、保健師も含めて、今の翠荘でやっていたと思うので

すが、それが１つこういう別個のものでなってくる。 

   それから、今、子育て支援課のほうで、今、役場の中に課があって、いろんな

相談業務をやっていらっしゃるっていう形で、それのいいとこ取りを押しつけ

て、そこに新しくそこへ作りましょうっていう計画だろうというふうに私、勝手

に取ったのですが、ただ、今まで、例えば役場であるとか、保健師、今の福祉保
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健課の部類のところが結構やっていた分があったと思うので、そこらあたりとの

ＰＲって言うのですかね、一般の方々のとらえ方が何か分からんのでないかなっ

ていう気がしますよ。というのは、どうしてもひとり親家庭も含めて、いろんな

家庭事情も含めて、そこらあたりの相談しようと思うと、社協のヘルパーや、そ

ういうところから入ってくる筋道と、もう１つは、当然、子供預けた保育園での

先生方との筋道の、そういう２通りが大体、主だったと思います。 

   その中でいろいろ課題が出たやつを今まで、今の子ども、今の役場の庁舎内の

課の中で、いろんな処理をしていくっていうのは、何か筋道では、そういう形や

ったのをいいとこ取りだけした形ですが、そこらあたりの保護者の方やら、そう

いうの、生活されているひとり親も含めての方々の、そこまですんなり行けるか

なというのが非常に、ピックアップできるのがね、今まで何かそこへただ行かな

いと駄目っていう感じになって、今までは結構そういうところから情報を入れ

て、相談いろいろやっていたのが、何かそれがそこのいいとこ取りと思ったの

が、実際はそこから切り離されちゃって、そこに行かないかん。それのハードル

が高くなって、敷居が高くなるのでないかっていう、私一人勝手な想像したので

すが、そこらあたりの解消みたいなのがあったら教えてください。 

○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） 今、議員がおっしゃられた今までの流れっていう

ところがこども家庭センターになる。福祉保健課に来ていた、子育てに来ていた

のが、こども家庭センターに情報をもらえる。 

   例えば、こども家庭センターのことが分からなくて、福祉保健課なり子育てに

来た情報でしたら、そこはこども家庭センターのほうにこちらからお知らせをし

て、こういうご家庭があるので、一度訪問してみてくださいとか、園のほうから

でしたら、子育て支援課が受けたのなら、それをまたこども家庭センターのほう

へ依頼をして、こども家庭センターのほうで相談に乗っていただいて、いろんな

機関につなげるようでしたら、そこからいろんな機関につないでいくということ

をしていきたいと思っております。 

○議長（酒井圭治君） １１番、上田君。 

○１１番（上田 誠君） もう１点、こんなん言うたら大変失礼ですが、例えば今、

各園で相談をされました。それからいろんな家庭も含めて、保護も含めてのとこ

ろで相談をしました。それらを何か解決行く、行かんは別にしてね、もうちょっ

と本庁で考えてねっていうときに、今そこへ行かれました。役場のほうの子育て
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支援課に来ました。それが、今そしたら子育てセンターへ来るのでなくて、今の

家庭センターの新しくできた部署に来てくださいっていう発想ですかね。 

○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） 内容によります。園でのトラブルとかでしたら子

育て支援課ですし、子供とか、家庭の不安のことでしたらこども家庭センター。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） ないようですので、その他、全体を通して質疑はありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） ないようですので、引き続き主要事業４２ページ以降及び予

算説明書６８ページ以降について、補足説明を求めます。 

   子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） では、主要事業４２ページ、予算説明書８０ペー

ジ左側、永平寺町子どもの遊び場整備事業についてです。 

   遊具については、プロポーザル方式によりとしているが、どんな遊具かという

ご質問です。 

   遊具については、プロポーザル方式により選定するため、具体的な遊具は決ま

っておりませんが、以前、子育て支援課のほうで行った、保護者との意見交換会

の際に提案がありました遊具を参考に、見込みを算出しております。ネット遊具

など、ボルダリング、滑り台、地域玩具などがございました。 

   視察で見てきた遊具では、思ったほどお金はかかっていなかった。予算は示さ

ず、面積に応じた計画を業者に示してもらったほうがよくないか、というところ

ですけども、整備面積やコンセプトなどでも、それぞれ違いますので、金額につ

いては、差が出てくるものだと思っております。プロポーザル方式により、永平

寺のコンセプト及び条件に合った遊具の選定設置をし、永平寺町らしく、親しみ

やすい遊びの空間が整備できると考えております。 

   設計業務委託料につきましては、遊具の設置に当たり、福祉避難所であること

を踏まえて、固定する遊具の場合に発生をするものでございます。 

   遊具に県産木材の活用はできないかというご質問です。 

   プロポーザル方式を活用する中で、遊具の条件として、できる範囲で県産木材

を活用した遊具という内容を盛り込みたいと考えております。 
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   工事費、約９千万円の内訳と遊具３千万円の内容はというご質問です。 

   工事費の約９千万円の内訳につきましては、約７千万円を設備工事、空調、照

明、トイレなどと遊具の整備費用で見込んでおりましたが、今かけている詳細設

計の中で、物価高騰による費用の増加に加えまして、遊び場の換気機能の整備と

トイレの改修費用が見込みよりかさむことが分かってまいりました。 

   換気につきましては、既存のままの予定でしたが、機能性的に不十分で改修を

しないでおくと、空調の機器が低下し、電気代がかかるという報告がありまし

た。 

   また、トイレ改修につきましては、建物の構造上の問題で、１階の部分を含め

た改修が必要になるとの報告がありました。 

   この２つにより、予算を超えることが想定をされております。 

   ここを利用する子供や親子の衛生面、健康面、また安心して遊びに来られる環

境を整えるためにも、大変申し訳ございませんが、設計、詳細設計が確定し、金

額が定まりましたら、改めて補正をさせていただきたいと思っております。ご理

解のほどよろしくお願いいたします。 

   遊具の内容につきましては、先ほど申し上げたとおりでございます。 

   次に、予算説明書７１ページ左側、ひとり親家庭等支援事業についてです。 

   ひとり親家庭等習い事支援事業補助金の事業内容の詳細と、対象者の把握はど

のようにしているのかというご質問です。 

   事業内容については、ひとり親家庭等の小学４年生から６年生までの児童が国

語、社会、算数、理科、英語の５教科以外の習い事をする場合、その習い事にか

かる費用について、上限額を設けて、助成をするものです。 

   対象世帯は、児童扶養手当て受給世帯と非課税世帯になります。町で把握する

ことが可能ですので、対象世帯には案内を出して、習い事をするなど、始める方

には、申請をするように促しております。 

   次に、予算説明書７３ページ右側、保育園施設管理諸経費についてです。 

   施設再生計画により、どこを改修するのか。その計画を示してほしいというご

質問です。 

   各園の老朽化した屋根、外壁、内装、設備等の改修が主なものとなります。 

   計画の内容につきましては、添付資料をつけておりますので、各施設の目標耐

用年数までの事業計画の一覧表というものをご確認ください。 

   次に、予算説明書７５ページ右側、子育て支援事業についてです。 
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   子ども見守り宅食支援事業補助金の支援内容等はというご質問です。 

   ＮＰＯ法人や社会福祉協議会がひとり親家庭等に出向き、月に１回、食事を配

達するものです。配達時には、本人や家族の方に、学校や生活のことについて、

寄り添ってお話をお伺いしています。話の内容については、毎月、子育て支援課

のほうへ報告をしていただいております。子育て支援課では、内容を確認し、必

要に応じて、専門機関へつなぐなどの対応をしております。 

   また、学習支援についても取り組んでいますが、対象者の縛りはございません

ので、広く支援をしております。 

   次に、予算説明書７６ページ左側、多子世帯子育て応援事業についてです。 

   現状の把握はどのようにしているのか。確認方法や申請方法についてというご

質問です。 

   対象要件の１つに、育児休業給付金を受給していないことがありますので、在

宅で育児をしている方の中で、この要件を満たしている方がどれくらいいらっし

ゃるのかというのは把握できかねますが、第２子以降を出産した方、あと各園の

ほうで第２子以降を園に預けていない方に対して、個別に制度の案内をしており

ます。本人からの申請方式ですので、広報紙等にも積極的に掲載し、もれがなく

なるように努めております。 

   次に、予算説明書７８ページ左側、妊婦のための支援給付交付金事業について

です。 

   伴走型相談支援とはどういうことをするのかというご質問です。 

   全ての妊婦や乳幼児期の子育て家庭が安心して出産、子育てができるように、

妊婦やその配偶者に対して、身近で面談し、情報発信や様々なニーズに即した支

援につなぐための支援をしております。 

   具体的な例としましては、妊娠届け出時や出産後の保健師などとの面談や、妊

娠８か月前後にアンケートの実施をしております。 

   次に、予算説明書７８ページ右側、子供の発達相談事業についてです。 

   相談の開催場所、日時、ＰＲはどのように、また昨年の実績などはというご質

問です。 

   開催場所は、松岡福祉総合センター翠荘です。開催日時は、月に１回、土曜日

に親子支援教室Ａキッズという名称で開催をしております。その中で、年に４

回、言葉の相談会も行っております。ＰＲにつきましては、保健センターで行っ

ている１歳半健診、３歳児健診、あと園で相談のあった保護者に対して、お声か
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けをしております。 

   実績につきましては、決算でもお示ししておりますが、昨年度、参加者数は１

４７名、相談対象者数は１２４名でございます。 

   最後に、予算説明書９４ページ左側、志比北幼児園保育園運営諸経費について

です。 

   志比北地区の対象者数及び保育施設利用者数、在宅者数の内訳はというご質問

です。 

   令和７年２月末現在で、対象者数は１４名、志比北幼児園利用者数は７名、他

園施設利用者数は６名、在宅者数は１名でございます。 

   以上で終わります。 

○議長（酒井圭治君） これより質疑を許可いたします。 

   まず、通告者の質疑を許可いたします。 

   質疑はありませんか。 

   １１番、上田君。 

○１１番（上田 誠君） 子どもの遊び場について、ご質問させてもらいます。 

   遊び場の内容については、お子さん、保護者の方からアンケートっていうので

すか、お聞きしてっていうことになっていました。 

   あと、プロポーザル方式というので、コンセプトに沿ってというのですが、コ

ンセプトは今どういうコンセプトを今プロポーザルしてもらうに対して、働きか

けているのかというのが決まっているのであれば、お知らせください。また、ま

だ決まっていないということであれば、コンセプトはどのように決めていくのか

等も含めて、お聞かせいただきたいと思っています。 

   あとの内容については、私どもも、面白い遊びっていうのは、私以外のとこも

知っているかと思いますので、またそれについては、また決まり次第、またお知

らせいただければ助かります。コンセプトのことを、まずお聞きしたいと思いま

すので、お願いします。 

   それから、今までいろんなところで、ここに書いたのですが、子育て支援事業

とか、応援のところを書かせてもらいました。もれがないかというのを私、一番

心配していたのですが、今お聞きした中では、役場で把握していることとか、そ

んなのでやっているっていうことですので、ぜひまたきめ細かくお願いしたいな

というふうに思っています。よろしくお願いします。 

   ほんなら、先ほどプロポーザルでお願いします。 
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○議長（酒井圭治君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（池端時枝君） コンセプトについては、議員の皆様にも全員協議

会などでお示しをしておりますが、０歳から６歳児の親子が遊べる場所でござい

ます。あと、年齢ごとにゾーン分けをしまして、安全に遊べるスペースを設けて

いくということと、あと福祉避難所でございますので、据え置きの遊具と可動式

の遊具を設置するというものでございます。 

   プロポーザルに向けての細かい条件などにつきましては、今から決めていくも

のでございますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（酒井圭治君） ６番、金元君。 

○６番（金元直栄君） 視察に行って見てきた遊具って、意外と思ったほど高くない

っていう、そんなに高くないですよって、木で組んだやつとかね、あっても、そ

んなに高くないですよっていうのは、聞いた話でした。いや、吉備中央町では、

そうでしたね。改修に何千万円かかけて、遊具あったら、壁登るあれもありまし

たけど、そんなにかからなかったという話だと思ったくらいです。 

   外、屋外にもありましたけど、それを含めても、そんなに高くなかったように

思ったので、ここで言うと、２，５００万円から３千万円かかるって話聞いて、

えっ、そんなにかかるのかなって思うところです。ただ、中の改修にそれなりの

金がかかると。 

   ただ、福祉避難所にもなっていることから、いろいろ改修には考えなあかんと

言うのですが、私たちが学んできたのは、小さい子供たちと年の違う子供たちが

遊べる空間仕切りでしてくれるのが、一番確実やっていうことも、私は学んでき

たつもりでいるのですが。ただ、吉備中央町のやつは、県の施設の一角を町が借

りて、そこを改修してやっていたというところです。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 僕もいろんなところを視察させていただいて、南越前、あわ

ら、議員の皆さんと池田町も行かせていただいたときには、僕は、こんな高いと

いうのは、正直思ったとこなんです。それはただ適正なプロポーザルをやってい

けばいいなと思っていまして、今回これお話しさせていただいたときも、今いろ

んな方々のお話を聞いたら、やっぱり今言った年齢によって分けて、あと保護者

が全体的に見合わせて、親同士が交流できるスペースが欲しい。そこでどういう

遊具を配置していくか。手前の福祉避難所の機能を持ちますので、ぱっと避けら

れるような遊具を置いて、そういう提案をいただくような形になるかなと思いま
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す。 

   議員の皆さんも視察を行っていただいていますので、うちの要綱と、プロポー

ザルの要綱ができたときには、一度チェックをしていただいて、ああでもない、

こうでもない、こうしたほうがいいっていうのを、またできる範囲で聞かせてい

ただきたいなと思いますので、その辺はまたよろしくお願いしたいなと思いま

す。 

   それと、先ほどありました、今、詳細設計が上がってまいりまして、今はまだ

確定した数字は、ちょっと４月にならないと出てこないのですが、１階部分のト

イレの改修、１階部分の構造上、大規模、そこだけに１，５００万円から２千万

円ぐらい増額になってしまうだろう。空調のそれも合わせて３千万円ぐらい、物

価の高騰も合わせて、多分上がってくると思いますので、また構造のそういった

形で、補正をお願いすることになるかなと思います。これは多分６月議会に上程

させていただくかなと思いますが、その前に設計とかは、お示しさせていただき

ますので、よろしくお願いします。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） ないようですので、次に通告者以外で通告のあった案件に対

して、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） ないようですので、その他、全体を通して、質疑はありませ

んか。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） ないようですので、暫時休憩します。 

（午後 ２時５１分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時００分 再開） 

○議長（酒井圭治君） 休憩前に引き続き、再開します。 

   次に、学校教育課関係を行います。 

   予算説明書は、１４４ページから、主要事業は７０ページからです。 

   通告の回答を含めて、補足説明を求めます。 

   学校教育課長。 

○学校教育課長（山口健二君） それでは、学校教育課の所管の質疑について、ご説
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明いたします。 

   主要事業が先になります。教育ネットワーク整備事業の７０ページです。 

   デジタル教材は簡単、便利であるが、学力の蓄積に弱点があるという学者もい

るということと、デジタル化は割合、どれぐらい進んでいるのか。さらなるデジ

タル化はあるのかという質疑です。 

   学校では、アナログとデジタルのどちらか、極端に偏るのではなく、例えばタ

ブレット端末の動画で視覚的に理解した後、紙の教材に書き込みをして、記憶を

定着させるなど、それぞれの長所を生かした、ハイブリッドの形の授業を行って

いるところです。 

   また、デジタル化を割合であらわすことは、ちょっと難しいですが、令和６年

度の全国学力調査によりますと、タブレット端末などをほぼ毎日使用していると

回答した、永平寺町の児童生徒の割合で言いますと、小学校では４０．５％、中

学校では６１．９％と、全国的の平均よりは大きく上回っておりまして、学習に

積極的に活用されていることが伺えます。 

   また、今後はデジタル教科書の普及とか、また全国学力調査のＣＢＴ化といい

ますと、デジタル試験方式になりますが、それがもう予定されておりますので、

デジタル活用の場面はさらに増えると、推測されているところでございます。 

   次も同じく教育ネットワーク整備事業です。Ｗｉ－Ｆｉの整備後ですが、通信

料の増加はどの程度予測しているのかということと、全員が使用しても不具合が

ないかということでございます。 

   文科省では、学校内の全児童生徒が同時に端末を使用できる、環境の目安とし

まして、学校の規模に応じた推奨待機帯域を定めております。推奨帯域といいま

すと、通信速度とか帯域幅の目安を言いますが、この数値を満たす学校は全国で

２割程度、本町においても昨年８月に調査をしたところ、全ての小・中学校で基

準を満たした学校はありませんでした。そのため、学校現場では一度に使用せ

ず、時間をずらして使用するなど、工夫して運用しているところでございます。 

   そのため、今回のＷｉ－Ｆｉ整備工事では、この数値を満たす端末１台当たり

およそ２メガｂｐｓの確保が目標に、光回線とかＬＡＮ配線、またアクセスポイ

ントを増設しまして、全員の使用に耐え得る通信環境を整備したいと考えておる

ところです。 

   次に、また同じく教育ネットワーク整備事業です。 

   デジタル教材、Ｗｉ－Ｆｉ工事の期間とか利用方法について、説明してほしい
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ということです。 

   まず、デジタル教材につきましては、今回、小学校５年生から中学３年生まで

の児童生徒に導入するデジタル教材につきましては、タブレット端末を使って授

業とか、家庭学習で利用できるものでございます。児童生徒が自分の理解度に合

わせて取り組むことができまして、教員にとっても、採点や成績、分析の負担軽

減にもつながりますし、個別最適な学び、また主体的な学びの後押しになると期

待しているところでございます。 

   また、デジタル新聞についても、総合学習またふるさと学習などにも活用され

るということで、学びが広がっていくということを考えております。 

   次に、Ｗｉ－Ｆｉ工事でございますが、授業への影響を最小限におさえるため

に、夏休み期間中に実施する予定でございます。 

   また、デジタル教科書の普及によるデータ量の増加を見込んでおりますので、

次回のタブレットの端末更新時には、ＬＴモデルからＷｉ－Ｆｉモデルの移行も

検討しているところです。そのため、Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備を進めることで、よ

り安定したネットワーク環境を確保できると考えております。 

   次に、学校施設整備です。空調設備の整備で、各施設でデマンドコントロール

システムを導入するのか。また、ほかの市町ではガス設備を選択しているところ

もあるが、電気、ガス以外に選択肢はあるのか。避難所としての機能を追加する

工事もあるのかという質疑です。 

   デマンドコントロールにつきましては、現在のところ導入予定はございません

が、空調の使用状況を踏まえまして、必要に応じて、導入を検討したいと考えて

いるところでございます。 

   また、空調設備の動力源につきましては、電気、ガスまた電気とガスを組み合

わせたハイブリッド方式もあります。どの電力源が最適かについては、基礎調査

の結果を踏まえて、検討していきたいと考えております。 

   また、避難所としての機能を追加する工事の予定はありません。 

   しかし、空調設備工事に併せて、屋根とかサッシなどの断熱工事を実施するこ

とになりますので、結果として、避難所としての機能は向上すると考えておりま

す。 

   次に、部活動地域人材活用事業です。 

   ７６ページになります。 

   地域移行クラブは１８チーム、主にどこを拠点に活動するのか。また、部活動
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指導員制度との違いはという質疑です。 

   地域移行クラブにつきましては、スポーツ少年団とか、シニア、ボーイズなど

の既存の地域クラブとは異なりまして、部活動の休日の活動を行うクラブになり

ます。部活動のガイドラインに沿った活動を行い、活動拠点としては、部活動と

同様に、各学校の体育施設を使用いたします。 

   また、部活動指導員と地域指導者との違いにつきましては、部活動指導員は顧

問と同じ立場に立ちまして、平日及び休日の部活動を指導する外部指導者であり

まして、会計年度任用職員として任用されます。一方、地域指導者につきまして

は、休日に活動する地域移行クラブを指導する外部指導者でありまして、謝礼に

よる雇用形態というふうになっております。 

   次に、学校給食の管理運営諸経費でございます。 

   ７７ページです。 

   本町に適した給食運営の方向性を検討していく。検討、決定の時期はというこ

とですが、学校給食運営の課題に対しての取組などにつきましては、森山議員、

清水紀人議員の一般質問で答弁したとおりでございます。 

   同じく、学校給食関係です。調理員の人手不足、安定した雇用に至らないとい

った状況が続いていると言うが、正職での採用だと一旦雇用されると長く続かな

いだろうかという質疑です。必ずしも、正職であれば長く勤め続けるとは限らな

いと考えております。働き方の多様化によりまして、学校の長期の休業期間に休

みを取るとか、勤務時間を短くできる会計年度任用職員としての雇用を希望され

る方もいらっしゃいます。また、先日の正職の調理員との意見交換会では、現在

の施設で働き続けることに対しまして、体力面での不安を感じるとの声も伺いま

した。こうした状況を踏まえますと、人手不足の解消の観点からも、作業負担の

軽減を図るための施設整備は重要であると、考えているところでございます。 

   同じく、学校給食運営諸経費です。 

   給食メニュー検討についての今後のスケジュール、進め方を教えてくださいと

いうことですが、これも先ほど申し上げましたが、一般質問で答弁したとおりで

ございます。 

   次に、予算説明書になります。教育ネットワーク整備事業の１４７ページで

す。 

   現在もタブレットを利用してドリル学習をしているが、現行との違いはという

ことですが、既に５つの小・中学校で学習ドリルを独自で導入しておりまして、
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コースによって多少の違いはありますが、同様の内容のものを全小・中学校の小

学校５年生から、中学３年生までの児童生徒に導入する予定でございます。この

学習ドリルは、学習者の正答率とか回答時間を分析するなど、また間違えやすい

問題を重点的に出題する機能を備えているということです。また、動画とかアニ

メーションを活用した解説によりまして、理解を深められるという特徴がありま

すので、大きな効果が期待されます。 

   次も教育ネットワークの整備事業です。 

   学校内では、システム管理を行う方がいるのか。また、複数いるのか、手当て

はあるのかという質疑です。 

   本町では、ＧＩＧＡスクール構想を進めるために、ｅ学びの会を設置しまし

て、教育環境におけるＩＣＴ活用やルールに関する提案、情報共有を行っていま

す。ｅ学びの会は、校長会、教頭会の代表、また校長から指名した各学校のＩＣ

Ｔ担当教員の１名で構成されておりまして、日常的に学校内でのタブレット端末

の管理とか、Ｗｉ－Ｆｉ環境の維持などに携わっております。これらは、業務は

教員の通常業務の範囲であるということから、手当てという支給はございませ

ん。また、タブレット端末やネットワークの不具合が発生した場合には、町が委

嘱しておりますタブレット活用支援員が各学校に出向きまして、その業務に対し

ては、実績に応じた報酬を支払っております。 

   次に、学校運営諸経費、１８４ページと１５２ページになります。 

   児童生徒、教員の健康診査とストレスチェックのことで、受診１００％だと思

うが、またストレスチェックの結果で課題等はということですが、健康診断の受

診につきましては、児童生徒は欠席とか体調不良などありますし、教員に関して

は、病休とか妊娠、人間ドックの受診などから、受診率は１００％とならないこ

ともあります。ストレスチェック検査につきましては、受診を強制することはで

きないために、受検率が１００％とならないこともあります。また、その結果に

つきましては、個人情報にかかわることなので、詳細はお答えいたしかねます

が、令和６年度は高ストレス者向けの面談を希望された教職員はおりませんでし

た。 

   続きまして、教育奨励費です。 

   １５１ページと１５４ページになります。 

   基本的に申請に基づくものですが、見落としなどの確認は。また、申請しにく

い状況があるのならばですが、基本、援助を受ける場合は、保護者が申請書を学
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校長に提出し、確認を得た上で、教育委員会に提出されます。また、これまで申

請に関して、保護者から申請がしにくいといった声は伺っておりません。また、

申請書は年度当初に学校から保護者へ通知を配布しておりまして、また転入者に

ついても、漏れのないよう、学校と連携を取りながら、行っているところでござ

います。 

   最後に、学校施設整備です。 

   １５３ページになります。 

   各小・中学校のＬＥＤ化の進捗状況はということですが、これまでにＬＥＤ化

が完了している学校施設につきましては、志比小学校の体育館、松岡中学校の武

道場、永平寺中学校の体育館、上志比中学校の体育館となっておりまして、校

舎、体育館を含めた全体での進捗率は、１０％です。今後、消費電力が大きい水

銀灯を使用しております、体育館を優先的に施工いたしまして、その後、順次、

学校施設、校舎のほうのＬＥＤ化を図っていきたいと考えております。 

   以上、質疑に対しての回答といたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（酒井圭治君） これより質疑を許可いたします。 

   まず、通告者の質疑を許可します。 

   質疑ありませんか。 

   ８番、清水憲一君。 

○８番（清水憲一君） 主要事業７０ページの教育ネットワーク整備事業ですけど

も、デジタル教育、ハイブリッドで対応しているということで、それなりにしっ

かり知識が蓄積されているよっていうお話いただきまして、取りあえず一安心

は、してはいるのですけども、そういう研究されている方が、そういうデジタル

化で知識の蓄えが、やはり蓄えが少なくなっていくと。頭に残らないという研究

結果もあります。多分、国は国策として、デジタル化っていうのをやっていくの

だろうと思うのですけども、デジタル化をそんなに普及していって、本当に子供

の教育、大丈夫なんかっていう不安があっての質問です。 

   先進国のＯＥＣＤ、２５か国だったかな、そこの教育のほうでは、一番先頭の

ほうに走っているフィンランド、ここがいち早くデジタル化を国策としてやりま

した。やはり知識が落ちるって言うのかね、が顕著なので、デジタル化を一斉に

やめたと、最近になってということが報道されています。そういう意味で、行く

行くはそんなにデジタル化もおさえぎみになるのかなという、個人的にはそう思

っているので、ここらあたり、そう一生懸命デジタル化を急がずに、ハイブリッ
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ドのまま維持して、可能ならば、少しでもアナログのほうを、いずれはそらデジ

タル化、デジタルに生活的にはそちらに行くわけですから、教育のところは少し

でもアナログで行っていただいて、そこに特段、不都合はないわけですから、先

生の仕事の、今の採点の話とかなんとかっていうところは、デジタルでやるって

いうのは、一定程度、理解はできますけども、教育のところでは、極力アナログ

でやっていただけるのが、よろしいのではないのかなという具合に思っておりま

すけども、いかがでしょうか。 

○議長（酒井圭治君） 教育長。 

○教育長（竹内康高君） 全てがデジタル化しているわけじゃありませんので、本町

に限って言いますと、コロナが入って、そしてもう、すぐタブレットを町のほう

で購入していただいて、もうそこからスタートしました。当時は、タブレットを

基に、デジタルの教育っていうことも含めて進めていました。 

   実は、本町においては、福井大学との連携とか、大学の先生方との連携もして

おりまして、その中にデジタルの専門の先生もおられて、その先生が来ていただ

いて、今の議員言われたように、デジタル一辺倒では駄目だということは、もう

二、三年前から、もう本町の教育の中では言われていまして、必ずアナログの部

分とデジタルの部分を大事にするっていうところです。やはりデジタルのよさっ

ていうのは、今、先ほどのこの答弁にありました個別最適な学び、例えば１人で

勉強できるとか。でも、実際、今、文科省が言っている令和型の日本型教育って

いうのは、個別最適な学びっていうものと、もう１つは、共同的な学び、いわゆ

る対話ですよね。そういったことは、もう両輪でやらないといけないということ

は言われていまして、これも実はタブレットを導入したときから、もうそれは出

ていましたので、もう絶えず、このもう４年か５年かな、もう絶えず教育委員会

も指導をしながらやっております。 

   ですから、どちらかに偏っているということではなく、学年によっても、これ

は考えています。例えば、もう先ほど、例えば昔で言うと、計算ドリル、ああい

う書くとか、ああいうものは、もう本当に、ちっちゃいときにはもう本当にやっ

ています。そうしないと、それを例えばタブレットでやったって言うと、それは

議員おっしゃるような、そういうちょっと知識的にもつかないとか、そういうこ

ともありますので、だからその学年、学年によって、デジタル、アナログを上手

に使っているので、今ご心配されている部分あるかと、僕は永平寺町の今の教育

は、もう本当に僕は一番やと思っていますし、ご安心していただければいいので
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ないかなと。もうそのぐらいの気持ちでおります。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   ５番、清水紀人君。 

○５番（清水紀人君） 先ほど教育ネットワーク整備事業に関してなんですけども、

先ほどタブレットの交換を行っていくというところで、ＬＴＥからＷｉ－Ｆｉ機

能ということでしたが、これは一定の、多分そのときは家庭にＷｉ－Ｆｉ環境が

ないということで、持ち帰られたというのもあると思うのですけども、そこに関

しては、問題はないということでしょうか。 

○議長（酒井圭治君） 教育長。 

○教育長（竹内康高君） その当時と、もう数年たちましたので、非常にいい状況に

なっています。 

   ＬＴＥでやっていただいたのは、学校の現場からもありました。今はもう本当

にＷｉ－Ｆｉ環境で、今年はＷｉ－Ｆｉをきちっとするということですので、Ｗ

ｉ－Ｆｉ型で購入をお願いしたいと考えています。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   ６番、金元君。 

○６番（金元直栄君） 調理員の人手不足で安定した雇用に至らないといった状況が

続いているということですが、私は正職で採用だと、一旦雇用されると長く続か

ないのだろうかということで、質問出しました。限らない、そうではないと。働

き方改革もあるけれどもとかっていう話で、現在の施設で働き続けられるかどう

かっていうことの問題も大きいとかという答弁があったのですけど、正職と会計

年度任用職員では、言葉は悪いですよ、ただでさえ技能職の待遇が一般職と比べ

ると、随分差があるって言われているのに、そこでの会計年度任用職員っていう

のは、またもうさらに大変な面があるのではないかなとは思われるとこです。 

   ただ、正職で採用された人については、そういう人でもやめる人がいるってい

うことですけれども、全体として、残る確率っていうのですか、働き続けていく

確率っていうのは、僕は高いと思いますけど、その辺はどうでしょう。 

○議長（酒井圭治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（山口健二君） まず、待遇の件ですが、この人手不足の要因という

ことで、改善も必要かなと思いますが、これは一般質問とか予算決算等々でも申

し上げましたが、調理員の応募がまずないというわけではございません。調理現
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場の印象とかで、断念された方もいらっしゃいますし、また調理作業によって体

の負担で退職された方もいらっしゃいます。やはり現在、今働いている方が、調

理員が長く勤務していただくためにも、また新しく働きたいと思われる職場の改

善は、私は必須だと感じているところでございます。 

   また、待遇面では、会計年度の時給になりますが、他市町と比べても、私は安

いとは思っておりませんので、よろしくお願いいたします。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   ６番、金元君。 

○６番（金元直栄君） いや、私が聞きたいのは、正職で採用されると、今の本町の

調理員の正職で採用された人の勤続年数、平均。会計年度はどうなのかっていう

のを、そう言われるのなら、お聞きしたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（山口健二君） 正職、今１５名になる予定ですが、今、勤続年数で

言いますと、平均的には１４年で、長い方ですと２９年ほどの方がいらっしゃい

ます。 

   また、年齢につきましても、平均で言うと、４６歳で、一番年配の方で言う

と、５８歳となっておりますし、会計年度で言いますと、平均で言うと、１０年

という勤続年数、長い方ですと、２７年いらっしゃいます。年齢で言いますと、

５１歳が平均で、長い方で、年齢で言いますと、６６歳という方がいらっしゃる

というとこでございますが、先ほども申し上げましたけども、正職の中でも、面

談の中でも、やはり今の調理現場では、長く続けることは負担になるなというご

意見もありましたので、やはり調理現場の改善は必要かなと思っているところで

ございます。 

○議長（酒井圭治君） ６番、金元君。 

○６番（金元直栄君） 今、管理栄養士の問題は、朝の連続ドラマでもやられていま

すよね。そういう意味では、確か女性が、いわゆる学校で勉強して、なりたいっ

て希望して、資格を取るっていうのは、看護師、保育士、そして栄養士ではなか

ったかと思いますね。 

   ある意味、学校で学ぶ、学びを希望する職種につながる学科という意味では、

調理員というのはかなり高いはずですから、そういう専門的知識を持った人たち

を技能職で、僕はもう技能職っていうのは、国の話を聞いていると、どうもなく

なりつつある。自治体によっては、技能職っていうのを残さないっていうところ
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もあるように聞いているので、そこらに問題はないのか。そこは切り込まない

と、もういけない時期に来ているのでないか。これはもう亡くなられた安倍首相

も同一労働、同一賃金って言っていたのは、公務員は違うなと思いつつ、ただ公

務員である場合には、そういうところを、教員は特別な枠になっていますけど

も、そこらはしっかりしていく必要があるのではないかなと私は思います。 

○議長（酒井圭治君） ほか。 

   学校教育課長。 

○学校教育課長（山口健二君） 今の質問の中ですが、調理員は調理の免許ある方も

いらっしゃいますし、免許ない方もいらっしゃいます。免許がありますと、やっ

ぱり給料も高い。年数も上がってくると給料も上がっていくというふうになって

いますし、栄養士っていう方は、また別に県のほうから栄養教諭っていう方がい

らっしゃいますので、調理員とは別なので、そのとこは別と考えていただければ

と思います。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） ないようですので、次に通告者以外で通告のあった案件に関

して、質疑はありませんか。 

   １１番、上田君。 

○１１番（上田 誠君） 今ほどの給食のことですが、今おっしゃっていました正職

の方は１５名で、平均１４年っていうことで、最長の人が２９年で、会計任用は

１０年で、平均５１歳っておっしゃっていましたね。 

   要は、私これの違いは、会計任用は５１歳です、平均。もしも正職の方の１４

年で１５名いらっしゃる、この２９年っていう方は、結構若くから入って、ずっ

と勤められている方が多いっていうことじゃないですか。 

   下のほうの会計任用は、再雇用みたいな形で入っていて、今５１歳、年齢が高

い方が入っているっていうことで、見方とすれば、正職の方が一度若くして入っ

ていれば、結構長く勤めていらっしゃる。 

   この１５年の平均、いや、４６歳っていうようなところの、これは、結構若い

とき入って、長く勤めている方がいらっしゃるっていう見方を私しているのです

が。だから今ほどの金元議員のご発言の中に、やはり正職で入った方は、ずっと

やめずに勤めていらっしゃる方が多いのでないかと私見ているのですが、当然、

今、若い方も入っていますけどね、正職の方が。年取られている方がずっと若い
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ときから入っているのでないかなというように思いますが、そこらあたりの分析

はなさっていますかね。 

   だから一概に、今言ったようにね、正職として若く採用すれば、長く勤続して

いると見ています。今の若い方々が正職として入る前にね。今ここの、確か会計

任用になっていて、若かった方が正職に変わった方がいらっしゃると思います

よ。今の正職になっている方々。そう考えると、正職に入れば、結局長く勤めて

いて、やめないやつが多いのでないかと私見ているのですが、そういう分析はさ

れていますかね。 

○議長（酒井圭治君） 北川副町長。 

○副町長（北川善一君） 会計年度任用職員というのは、その名前のとおり、会計年

度ごとに、基本的に毎年契約して、契約する職員です。事務の補助のために。 

   ですので、短くなるのは当たり前と言うか、あんまり比べる意味がないのでな

いかなと思います。経験年数の長さを。 

○議長（酒井圭治君） １１番、上田君。 

○１１番（上田 誠君） 副町長も間違いないので。だから会計年度任用職員という

のは、そういう形で行くから、よそに移るとか、短くなるというのは当然ですよ

って僕らは見ているわけですよ。だから今の正職でされている方がね、今、例え

ば平均４６歳ですけども、とか５０歳、最高の５８歳ですけども、その方は多

分、若くして入っているのだと思います。途中から入っている方は、多分、会計

任用職員のとこで一時期、年齢制限を大分緩めましたわね。緩めて、正職になら

れた方がなっているって見ていますけど。だから結構、正職の方は入れば、ずっ

と続いているっていう見方をしています。そういう見方は、当然、今、副町長お

っしゃるように、会計任用は１回、１回切りですから、当然短くなるのは当たり

前ですって。それはもう当たり前のことだと思っています。 

   ただ、正職の方が続けていらっしゃるのは、例えば平均４６歳、それから大き

な人が５８歳ですけど、その方が何年度入社して、ずっと続けている方が多いの

でないですかって言っているわけですよ。その１４年というのは、途中から入っ

た人がいるからだけであって、実際に若い人が、勤めている人が多いでしょう。 

   その七、八年の方は、若くして七、八年でしょう。そして若い人でないです

か。 

   それとか、緩和して、年の行った方が、会計年度から移った方がいらっしゃる

から、短い年数というのは、そういう年数じゃないですかっていうことを言って
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いるわけです。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 論点がずれてきているので、整理させていただきます。 

   まず、私が就任したときには、よく聞いてください。私が就任したときには、

調理員、会計年度職員が入っている給食室が何件かありました。それは駄目だろ

うということで、正職を募集させていただいて、各学校の園に、幼児園も含め

て、正職を配置して、大きいところには今２人を配置させていただいて、その時

点で環境の改善と行政としての責任の明確化、ここはさせていただきました。 

   今回これが課題になっているのは、勤めている職員が今の環境では、もう１０

年後には、もう続けることが、体の負担が多くて、続けることができない。だか

らどうしていかなければいけないか。いろいろな方に、もちろんそれこそ、全

部、正職員にしたいですよ。もうこれもいろんなところで議論をしているとお

り、ここを全部、正職にしたら、どこかを会計年度にお願い、さらにしなければ

いけないところが出てくる中で、それでも私は正職を配置して、これまでやって

きました。 

   ただ、そこで一生懸命やってくれている職員、また応募してきてくれた方が今

ここの環境では、長く続けられないし、いろんなところが痛くなってくる、つら

いっていうのがご意見、これが現場の本当の声です。 

   ここを、私たちは、見て見ぬふりをするわけにはいかないので、対応をしてい

こうというのが今お話をさせていただいているところですので、その辺をまた今

までのいきさつとか、現状とか、次どういうことを私たちが想定しているかとい

うのをご理解した上で、いただけたらなと思います。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   学校教育課長。 

○学校教育課長（山口健二君） 上田議員言われる若いときに入ってずっといるので

ないかって言うのですが、調べますと今現在、４６歳の方が、例えばいるのです

が、この方はまだ５年しか勤続年数がたっていません。若い、どこで若いって言

っているのか、分かりませんが、そういう方もいらっしゃいますし、今４８歳の

方で、まだ４年っていう方もいらっしゃいます。 

   当然、長く、合併前から働いている方は、当然、若いときから入っているの

で、当然、二十何年働いている方で、今五十何歳という方はいらっしゃるのです

が、それは一概に若いから長いこといるっていうことにはならないかなと僕は思
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います。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   １１番、上田君。 

○１１番（上田 誠君） 反論して申し訳ないですが、その４年、５年っていう方

は、会計任用から入られた方ではないですか。 

○議長（酒井圭治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（山口健二君） １名はそうですが、あと２人は違います。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） ないようですので、その他、全体を通して、質疑はありませ

んか。 

   ６番、金元君。 

○６番（金元直栄君） 全体を通して、１４８ページの学校運営で、下から３つ目で

すが、ストレスチェック、先生方のストレスチェックの問題ですけど、先ほど、

本町の場合、それで病院に通うっていうのですか、それはないとかっていうよう

な、病院に入っているとか、そういうことはないという話ですが、全国調査で

は、先生方の４割は何らかの病院に通っているなど、休職もかなり多い。心の病

も多いという実態があるのに、本町ではないのですか。だからそこは、僕はいろ

んな意味で、ストレスチェックの問題で、町がカウントしたら、そこでつかんで

きた情報は、先生方は県の職員ですから、そこへ伝えることで職場環境を改善す

る力にするのがストレスチェックではないですか。 

○議長（酒井圭治君） 教育長。 

○教育長（竹内康高君） 今言われたのは、先生方、県職員なので、ストレスチェッ

クを予算化していただいて、させていただいています。その中で、課長からもあ

りましたけども、個人的に産業医というか、そういう形で申込みされる方はおら

れます。このチェックについては、各校長がさせるようになっておりまして、そ

のデータは、個人的な情報は僕のとこにも一切来ないようになっています。 

   ただ、学校の様子っていうのは、今のところないという状況で、全てこれが、

相談ができる相手がいますかっていう先生がほとんどいて、ここの、ここは管理

職の関係性とか、そういったところも非常に安定しておりまして、そういったも

のがもし重くなる場合には、もう当然受診をするとか、病院へ行くとかっていう

ところは、勧めてはいますので、今のところ、学校の中で、それで人間関係がう
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まく行かないとか、そういうので、お休みしているなんていうところの方はおら

れないので、それは今、全国に比べると、永平寺町は本当にいい町だなという事

で、こちらに来たい先生方が多いというのも、そういうこともあるのかなという

感じです。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） ６番、金元君。 

○６番（金元直栄君） 教育長はそういう感想を述べられていますけど、私なんかが

聞いているのは、職員は大変だ。教員は大変だ。教員という職場の特殊性もある

と思いますね。普通のとこと違って、縦関係が割とそういう職場って大きいのか

なって思うこともあって、ストレスチェック等については、直接申し出るとか、

相談できるかって言うと、そこで相談できるかどうかは別にして、そこでつかめ

た教訓を、職場環境の改善にどう生かすかっていうことは、このいわゆる町の一

般職員の中だけではなしに、教員のところでも、きちっとしていかないと。予算

化していろいろするのは、しかしそれをつかんで改善していくのは、どこかの責

任っていうことになっていくと、それは大変な状況があるかな。 

   １つ言いますと、先生方、夜中の９時になっても１０時になっても電気ついて

いるのは、やめようということで、もう８時半ぐらいには帰ろうというのは、ど

うも言われた時期があるみたいですね。そうすると、朝、犬の散歩のときに、あ

ら今日は５時半から、朝の５時半から電気ついているとかと変わってきた面もあ

ると思います。それはいろいろあるのでしょうけど、しかしそこらに問題のない

ほうもあるのではないかと考えると、ここでつかんだ情報というのは、職場環境

の改善に、行政もその責任があるとしたら、一歩踏み込んだ、対応を県に求める

とかということを含めて、やっていく必要があるのではないかと私は思います。 

○議長（酒井圭治君） 教育長。 

○教育長（竹内康高君） 今の金元議員、学校がまたは教育委員会がしてないことは

ありません。まずそこは断言します。今ほったらかしにしているとか、ストレス

チェックをそのままで県に言っているだけだ。違います。それはもう間違いな

く、もう学校、教育委員会がやっています。だからそこのところは、今回も実は

働き方改革というところで、来週、松岡中学校の教頭が県で発表して出すのです

けども、我々も県の施策の中で、そういった働き方改革を実践しているのをどん

どん出していきましょうというとこで、松岡中学校なんかはね、もう多分ご存

じ、仕事、子供たちもいっぱいいますので、その中でもやりがいのある、教員と
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いうものをね、仕事っていう観点で、もう進めていますので、決してもう学校任

せにしているとか、県任せにしているとかっていうのでなくて、情報交換はもう

絶えずしながら、そしていかにどうやっていくかと今教頭先生が今、一生懸命頑

張っていただいているのだけど、教頭先生のそっちの部分を僕らは今、課題とし

てね、これからはしていかなだめだと考えています。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） ないようですので、暫時休憩します。 

（午後 ３時４０分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時４２分 再開） 

○議長（酒井圭治君） 休憩前に引き続き、再開します。 

   次に、生涯学習課関係を行います。 

   予算説明書は１９４ページから、主要事業は７８ページからです。 

   通告の回答を含めて、補足説明を求めます。 

   生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） それでは、通告のありました質問に対し、回答をい

たします。 

   予算書１９４ページ、歳入予算、使用料及び手数料、教育使用料、保健体育使

用料。健康福祉スポーツ施設とはどこの施設なのかということですが、こちらは

上志比地域のニンキー体育館のことです。 

   続きまして、主要事業７８ページ、地域づくり推進事業。スマイルプロジェク

トについて、事業費は子どもの夢実現事業補助金５０万円を充当か、またプロジ

ェクトの数はということで、プロジェクトの数は１０を予定しております。当初

の事業名は、子どもの夢実現事業でしたが、スマイルプロジェクト応援事業と変

更になりました。 

   続きまして、予算書１９５ページ右側、主要事業７８ページ、地域づくり推進

事業、利用しやすい補助金となるよう、なるべくみんなが万遍に利用できるよう

に、また支援は町全体の集落間で平準化を図るということですが、全集落を対象

とした支援としては、伸びゆく永平寺町民運動推進事業助成金がございます。地

区から申請の相談があった場合は、個別に説明を行っております。今後も、申請

地区が増えるよう、補助金使用事例集の周知や気軽に相談いただける体制を整え
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てまいります。 

   同じく、地域づくり推進事業で、子供が主体の事業等の内容、また令和６年度

の各支援事業の実績等が、共有できる資料や場を令和７年度に計画ということで

すが、スマイルプロジェクト応援事業につきましては、一般質問の川崎議員のと

ころで答えておりますとおりでございます。町民の地域づくりへの興味、関心を

引き出し、地域づくりの基礎知識の習得や、他地域の取り組み事例を学ぶ目的で

開催している地域づくり講座にて、事業実績を共有し、ワークショップ等を行う

場を設けたいと考えております。 

   続きまして、主要事業７９ページ、成人式事業。二十歳の集いの会場を合併２

０周年とは言え、公共施設から民間に移動するのは問題ではということですが、

こちらについては、２０周年記念にふさわしい会場を基準に選定しました。二十

歳を迎えた若者が、地域の魅力に触れられる特別な機会を提供することを目的と

しています。２０周年という節目の年に、このエリアで二十歳の集いを開催する

ことは、地域の可能性を認識してもらう機会の１つとなります。二十歳の集いを

お祝いの式典の場としてだけでなく、将来を担う若者にＵターン等を考えるきっ

かけの場として活用したいと考えております。 

   同じく、成人式事業でございます。ＥＳＨＩＫＯＴＯの会場使用料１２０万円

は高くないか。また、その１２０万円の内訳はということで、町の伝統産業とも

言える酒づくりを身近に感じていただくことができ、また全国的にも注目されて

いるエリアで開催することで、町の関係人口、交流人口の増加が期待できます。

３蔵元の協力を経て、町の未来を担う若者のお祝いをする式典として、取り組み

ます。また、この会場使用料につきましては、使用設営に係る経費について、増

額したものでございます。新年度に入りましたら、実行委員会を募り、内容につ

いて、協議してまいります。 

   続きまして、成人式事業ですが、ＥＳＨＩＫＯＴＯで行うことで、伝統的酒づ

くりに関心を持ってもらえるような企画があるのか。２０周年と２０歳、二十歳

と酒造メーカーと話題性はあるが、その狙いはということですが、ＥＳＨＩＫＯ

ＴＯは単なる商業施設ではなく、地域の酒造文化を発信する拠点でもあります。

令和７年度の二十歳の集いでは、二十歳を迎える若者が地域の魅力に触れる機会

を提供することも目的としています。当日は、地元の３蔵元による飲み比べを提

供する予定です。米、麹、酵母、水で作られるお酒の蔵元ごとの違いを実感して

もらい、お酒づくりの奥深さに関心を持っていただければと思います。 
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   また、二十歳という節目において、地域の伝統産業を知ることは、ふるさとへ

の愛着を深めるきっかけになると考えています。式典を行うだけでなく、地域資

源に触れ、地域とつながる機会としたいと考えております。 

   続きまして、成人式事業です。二十歳の集いがＥＳＨＩＫＯＴＯ店で行われる

が、委員会の、実行委員会の取組の様子を知りたいということですが、二十歳の

集いの実行委員は、例年６月頃に募集を開始し、８月から活動を始めます。今年

度は月１回の定例会を中心に、式典当日の企画や恩師のメッセージ撮影を委員が

実施しております。令和７年度は募集を早め、他自治体での取組なども参考に、

実施内容を決めていきます。 

   続きまして、主要事業８０ページ、文化芸術振興事業。文化芸術をうたうのな

ら、自衛隊音楽隊ではなく、Ｎ響やフィルハーモニーなど、本物のプロの演奏を

ということで、ＮＨＫ交響楽団やフィルハーモニーといった楽団の場合、１公

演、約２時間の開催に当たり、合計で１，５００万円程度の経費が見込まれま

す。さらに、昨年ハーモニーホールで開催されたＮ響のコンサートでは、チケッ

ト料が１万円から４，０００円でございました。 

   本事業は、町民の皆様に文化芸術の多様性に触れる機会を提供することを目的

としております。今回の公演は、過去の実績によるものですが、自衛隊音楽隊は

プロの吹奏楽団と肩を並べる実力をお持ちで、中学生への演奏指導もいただく予

定でございます。 

   同じく、文化芸術振興事業。子らに本物に触れてもらいたい。小学生時代に

も、中学生時代にも。それもしっかりした会場でということで、本事業は町民の

皆様に文化芸術の多様性に触れる機会を提供することを目的としております。文

化芸術の鑑賞機会の充実は重要であり、特に子供たちが本物に触れることは、感

性や想像力を育む上で大変意義のあることと認識しております。 

   しかしながら、ハーモニーホールのような会場は、現状、町内には該当する施

設がございません。本事業では、町外の大規模な会場を利用するのではなく、町

内の施設を活用しながら、文化芸術の魅力に触れる機会を創出していきます。こ

れは、文化芸術を単なる鑑賞の機会として提供するだけでなく、町内で開催する

ことによって、地域の文化振興につなげるとともに、町民の皆様が身近な環境で

芸術を楽しみ、地域への愛着を深めていただくことを大切に考えているためで

す。 

   続きまして、予算説明書１９８ページ左側、公民館施設管理諸経費。地区公民
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館はたくさんあり、予算書とは別途に、より詳しい公民館の利用目的、実態を求

めますということで、町内には７つの公民館があります。公民館の利用目的は、

全館共通で、サークル活動、講座の開催、館の独自イベント、公民館祭り等で

す。実態についての数字は、決算成果表で確認が取れます。今年４月からは、公

民館だよりとＳｅｅｄが一本化となり、３地区の公民館だよりが一緒に読めるよ

うになります。各地区の公民館がどのような取組をしているかを一度に見ていた

だけるようになります。 

   続きまして、予算説明書１９８ページ右側、左側、主要事業８１ページ、公民

館施設管理諸経費、公民館運営諸経費。公民館同士の連携事業の増、具体例や今

後の対応ということで、現在、毎月１回、公民館主事と当課の職員が集まり、企

画の詳細についての情報共有や公民館同士の協力体制を整えるなどしておりま

す。また、ひまわりの背高のっぽ大会や、クリスマス会といった公民館同士の連

携企画、幼児園や社会福祉協議会との連携企画、放課後子ども教室の合同開催な

ど、様々なところで連携をしています。さらに、４月からは、Ｓｅｅｄに各地区

公民館だよりを掲載します。これによって町内全ての公民館での企画等を町民の

皆様にお知らせできるようになります。引き続き、公民館がかけ橋となって、園

児や高齢者などと世代を超えた交流の場として、また地区を超えた住民同士の交

流の場の提供に努めてまいります。 

   続きまして、主要事業８２ページ、志比南拠点施設整備事業。脱炭素に向けた

省エネ資材とは何か。４月１日施行の改正建築基準法及び改正建築物省エネ法に

より、原則、全ての新築建築物に対して、省エネ基準が適合されるようになりま

した。当施設も基準に即した資材を適用し、建築確認申請を行っております。電

気設備としましては、全館ＬＥＤ照明で、場所によっては感応式を採用しており

ます。機械設備として、天井カセット型エアコンについては、グリーン購入法２

０１５年省エネ基準値の製品を採用することとしています。ルームエアコンにつ

きましても、同様でございます。 

   また、建築によりましても、断熱材の厚みや資機材、屋根材においても、新基

準での設計を行っております。 

   続きまして、主要事業８４ページ、ナイター照明改修事業。ＬＥＤ照明でのＣ

Ｏ２削減効果はということですが、松岡総合運動公園ナイター４灯をＬＥＤ化に

した場合の削減効果は、改修前の水銀灯の消費電力が２１６キロワットアワー

で、改修後は８０．５キロワットアワーと約３分の１となります。机上での計算
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となりますが、改修前の年間消費量６万５００キロワットアワーを改修後の数値

に置き換えると、２万２，５００キロワットアワーとなり、３万４，０００キロ

ワットアワーの消費電力が削減できます。これにより、年間のＣＯ２排出削減量

は１万８，３６９キログラムとなります。 

   続きまして、予算説明書の２０２ページ左側、主要事業８４ページ、体育施設

管理諸経費。ナイター設備ＬＥＤ化、他施設への方向性は。グラウンドのナイタ

ー照明については、松岡庭球場、緑の村グラウンド、上志比グラウンドが未着手

です。ＬＥＤ化に当たっては、使用状況を確認しながら、順次計画していきたい

と考えております。 

   続きまして、主要事業８４ページ、体育施設管理諸経費。公民館に地域名が入

るのはよい。さらにｙｏｕ ｍｅパークをユメパークと呼ばせるのも直すべきと

いうことですが、施設名の変更につきましては、条例改正のタイミングで、通称

も含めた名称変更を検討いたします。 

   続きまして、予算説明書１９５ページ左側、社会教育総務諸経費。社会教育指

導員は、どんな方々がなされているのか。今はその方が見えない。また複数いる

のかということですが、こちらにつきましては、令和５年度の決算質疑でお答え

したとおりでございます。 

   続きまして、予算説明書１９６ページ右側、旧永平寺口駅舎地域交流館施設管

理事業。地域住民だけでなく、来訪者を含めた広域活性化を図るとなっている

が、果たして広域交流の場となっているのでしょうか。あのエリアの活性化をも

う一度、練り直す必要があるのではということですが、当施設の運営管理は、東

古市地区に委託しており、活用状況は毎週月曜日のヨガ教室、火曜日の生き生き

百歳体操、第２、第４木曜日のえきなかカフェ、不定期に地区内の会議等がされ

ております。 

   令和６年度からは、永平寺中学校の美術部の子供たちの作品を展示して、より

多くの方に訪れてもらえるよう工夫しています。 

   また、煉瓦館では周辺４地区による秋浪漫や、東古市地区によるイルミネーシ

ョンによるにぎわい創出を行っています。活性化については、地域の皆様の声を

聞きながら、支援していきたいと思っております。 

   続きまして、予算説明書１９７ページ左側、男女共同参画事業。男女共同参画

事業の詳しい説明と宣言の町として、各地域の実践が欲しいが、その方向性、計

画はないのかということでございます。 
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   永平寺町では、男女がともに生きる意識を醸成し、誰もが活躍できる環境づく

りを目指し、男女共同参画計画に掲げた、重点目標の達成に向けた取組を進めて

います。町全体としては、男女共同参画推進事業講演会の開催や、他市町とのネ

ットワーク交流、福井きらめきフェスティバルへ、の参加、フェスタでの啓発活

度を実施しております。また、共家事推進事業として、スイーツづくり教室や男

の料理教室を開催し、家庭内での家事分担の意識向上にも取り組んでいます。 

   こうした町全体の取組をより地域に根づかせるため、各地域でも実践できる仕

組みづくりの支援を検討したいと考えます。男女共同参画について、地域のサロ

ンや集まりで話しやすくするための進行マニュアルの作成、家庭での家事分担を

可視化し、話し合うきっかけを提供するチェックリストの配布など、各地域の取

組がより活発になるよう支援を行い、町全体で男女共同参画の実践が広がるよう

努めてまいります。 

   続きまして、予算説明書１９９ページ右側、図書館運営諸経費。図書館の蔵書

について、どんな図書を購入し、図書館に陳列するか、どこで検討し、決定して

いるのか。 

   社会教育関係の図書がほとんどなかったので、図書の購入に偏りを感じました

ということですが、図書館では、全体の蔵書構成、利用者の皆様の利用状況を勘

案し、多岐にわたる分野の図書を、図書館内で選定しております。社会教育に関

する図書の購入状況については、全体の蔵書の中で、割合として少ないという現

状でございます。 

   近年、地域社会の課題解決や活性化は、本町においても、重要な課題となって

おります。社会教育は地域住民の学習機会の提供、地域活動の支援等を通じて、

地域社会の課題解決や活性化に貢献する重要な役割を担っております。今後、社

会教育に関する図書、地域社会の課題解決や活性化に関する図書について、収集

し、蔵書の充実を図ってまいります。 

   続きまして、予算説明書２００ページ左側、文化財保護事務所経費。島の宝篋

印塔の魅力について、ご説明願いますということですが、島の宝篋印塔は南北朝

時代の尊良親王、後醍醐天皇の第一皇子ですが、そのお墓と言われています。史

実では、敦賀市の金ケ崎城で自害されていますが、伝説では、生き延びて家来と

ともにひっそりと隠れ住んだのが、松岡の島地区と言われています。 

   南北朝時代の石塔として、大変状態がよく、歴史的な意味も含め、昭和４８年

に町指定史跡に指定しています。近年、落雪により倒れていたこともあり、町に
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とって貴重な文化財を保護し、後世に残すため、鞘堂を建設しました。瓦葺、観

音開き、海老錠付の仏教様式で、宮大工の手で建築されています。今後も、吉野

地区の皆様と一緒に、大切な伝承を島の宝篋印塔とそれを守る鞘堂とともに、未

来につないでいきたいと思います。 

   以上で終わります。 

○議長（酒井圭治君） これより質疑を許可いたします。 

   まず、通告者の質疑を許可します。質疑はありませんか。 

   １２番、松川君。 

○１２番（松川正樹君） 成人式事業について、幾らかご説明をいただきました。こ

れ私１０年ほど、もう成人式のあり方については、毎回こう関心を持って、どん

なんですかって聞いていまして、気になっているのは、毎年の成人式の実行委員

会の盛り上がり、早く始めて今年は若干前進されたので、楽しみにしていますけ

ども、前から申し上げているのですけど、この実行委員会の方々にどんな人たち

を招集するのかという人選の問題、私かつての担任の先生に相談かけたらどうか

と思いますが、若干安直なやり方ではありますけども、かつて自分の担任の先生

が今年、二十歳になる子で、もうこの子は、こう積極的にやってくれそうという

ことは、それは知っているはずなんやね。全く１人も出てこないなんてそんなこ

とはあり得ないと思うので、もうそういう人を中心にやったほうがいいのでない

かっていうことと、もう１つ、実行委員会をやるときにね、もっとアンケートを

やればいいと思う。実行委員会の全員に対して、教育委員会の思いも伝えなが

ら、盛り上がるにはどうしたらいいかっていうこと。中には書けって言えば、書

く人もいると思うので、そこら辺を何らかの方法で盛り上がりのきっかけをして

ほしいなと思うよね。今年もまた見させていただきますけど、これ吉田さんの話

はこれ、ＥＳＨＩＫＯＴＯは来年の話やね。また来年改めて、これはさせていた

だきます。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 実行委員会の人選の問題ですが、当時担任をされて

いた先生とかに、その当時の生徒のご記憶がどこまであるか。また、社会、高

校、大学と進んで、活躍している人たちもいると思いますので、この人選の問題

につきましては、また持ち帰って、課内でどうするか、検討してみたいと思いま

す。 

   また、実行委員会の全員にアンケートというか、参加される方にアンケートを
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取ると、どのような企画が望まれているのかなっていうのも分かるのかなとも思

いますので、そのあたりも検討していきたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   教育長。 

○教育長（竹内康高君） 今年度、先日あった二十歳の集いに来た子供たちは、僕が

現職でいた子供たちで、もう本当に何か委員長なんかを見ていて、懐かしいな

と、ここまで成長したなという、本当に今、議員言われたように、先生方もね、

いろんな情報あると思いますので、改めて僕も現職やった子らがこれからどんど

ん、あのときの子供たちが今、二十歳になっていくのかなという感じでおります

ので、またそこら辺は、学校とも連携しながら、本当は一番、形は立候補ですの

で、やりたいという子が一番大事なので、その点も含めて、また考えていきたい

と思います。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   ６番、金元君。 

○６番（金元直栄君） １つは、体育館の健康福祉スポーツ施設ですが、では名前

が、場所が分かりませんでした。言っている意味は分かると思います。 

   地域づくり推進事業ですが、農業関係で以前、農地水って事業がありました、

これは何かすごく複雑な申請をしなければあかんということで、地域によっては

もう全然、提出状況が違ったということがありました。だから対象になるところ

は多いのに、申請しない。そのときに町が１つのひな形を作って、支援すること

で、随分進んだ経緯があったことがあったので、そういう意味では、申請しやす

い、みんなが利用できる条件づくりをぜひお願いしたいと思います。確かに、全

部が、全体が対象になる何かあるのか知らんですが、だけど補助金、それなりの

金額をもらうところはもらっているけど、もう申請してないとこは１回もしたこ

とないとかということもありますので、そこは万遍に、利用できる状況づくりっ

ていうのは、大事なんかなと思います。 

   成人式事業ですが、やっぱりＥＳＨＩＫＯＴＯでやるっていうことですけど、

伝統文化の発信施設っていうと、私はそういうイメージも、記憶もないですけ

ど、なぜこの年だけ、それもこれから先ずっとそれをやっていくっていうのは、

また別ですけど、ちょっとどうなのかな、何でこの年だけＥＳＨＩＫＯＴＯでや

るのかと思います。 
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   文化芸術振興事業で言うと、いわゆる子供たちに本物のっていうのは、長岡議

員の質問でもありましたが、Ｎ響とか、いわゆるフィルハーモニーね、そういう

とこを呼ぶと、それはかなり金がかかります。そうではなしに、ＮＨＫなんか

も、放送局としてのあれで、各いろんなところでさせてもらえませんかとか、そ

ういう窓口を設けていると思いますね。それは気軽に聴けるので、アンサンブル

なんかでもいいと思います。そういうのをうまく活用して、少し割安感があれ

ば、そういうのを、別にＮ響にこだわることないですけども、ほかのところもい

い人たちを呼んできて、本物を聞いてもらうことは、大事じゃないかなって。せ

めて中学生で言うと、１年、２年、３年あるので、３年に一度ぐらいは、要する

に、どこかの学年でそういうのに触れることのできるっていう条件づくりは大事

なんかなと思って、以前提案した問題もあります。 

   公民館のとか、公共施設の名称の問題で、公民館については、名前が分かりや

すくなったのですが、ニンキー体育館は抜けていました。それだけではないです

ね、ユメパークって言うけど、ｙｏｕ ｍｅパークって書いて、ユメパークって

呼べと言うのですが、いわゆる（呼び無し）、（呼び無し）って分かります、ｙ

ｏｕ ｍｅをユメパークって（呼び無し）の看板の主にするっていうことは、そ

の施設の主に持ってくるというのは、ちょっと僕は、（呼び無し）なら括弧つき

でｙｏｕ ｍｅなり書いといて、ユメパークとして呼ばせたいのなら、それはユ

メパークっていう、もちろん平仮名でも片仮名でも何でもいいですから、漢字で

もいいですから、書いて、その下に括弧つきでｙｏｕ ｍｅって書く（呼び無

し）を書くということにしないと、ちょっとややこしなるのでないかな。だから

以前、国体のときには、現にユメパークってどこや、ｙｏｕ ｍｅパークって確

か看板に書いてあるのは立てられてあったと思いますが、どこやっていうのを、

町外の車が来て、人が来て、聞いていたのを私も経験があります。そういう意味

では、そこらは１つの基準として、しっかりしていってほしいなと思います。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 補助金の申請について、町がひな形を作って、申請

しやすいようにということですが、現在も記入例とかはホームページ上に載せて

はおります。また、電話相談にも乗っておりますので、気軽に相談していただけ

ればと思っております。 

   ＥＳＨＩＫＯＴＯが地域文化の発信地というところですが、酒づくり、発酵文

化の発信地ということで、そこで今、一番、永平寺町で開発が進んでいます。そ
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れも、景観もいいところでございます。そちらで今年は、来年度はやらせていた

だきたいかなと思っております。来年度以降につきましても、またどのような形

になるか、検討していきたいと思っております。 

   文化芸術事業につきましても、Ｎ響等が来てあげると言っても、そう安くはな

らないのでないかなと思うので、そこら辺はまた研究してみます。施設の名称に

つきましては、所管の施設含めまして、また本当に条例改正のときに、やらせて

いただきたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） 教育長。 

○教育長（竹内康高君） 今２つだけ、ＥＳＨＩＫＯＴＯで二十歳の集いについて、

成人式、実は僕、志比北小学校のほうへ行かせていただいて、志比北小学校の校

舎から、こう向こうのを見たら、何てすげえ、何かいい景色で。このＥＳＨＩＫ

ＯＴＯのその、僕も見ながら、本当にここでぜひやらせたいなって、本当に子供

たちにとって思い出に残る。サンサンでやることが悪いのでなくて、やはりこの

今、永平寺町を見直すっていう点でも、本当にこの会場を使わせていただけると

一番いいのかなと今考えております。もうこれが、実行委員の思いはあるので、

その子供たちがここでやりたいっていう話になってきたら、もうできたら継続し

ていただけるといいかなと考えております。 

   あと、本物の件につきましては、今、金元議員言っていただいたように、確か

に感性を高めるという点では、やはり。どれが本物でどれが偽物かっていう、そ

こら辺は、線引きっていうのはなかなか難しいですけど、僕はやはりプロがされ

るものについては、これは全て本物だろうなと思いながら、またこれは学校と生

涯学習課とも相談しながら、また今後の選定については、また考えていきたいと

思います。ありがとうございます。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） ニンキー体育館については、条例は通称で述べてあります。

こういうところにこれから分かりやすいように記載するようにしていきますの

で、よろしくお願いします。 

   それと、あと酒蔵については、無形文化遺産に、この日本酒が選ばれまして、

その中で、３酒蔵が共同でやっていく。永平寺町は特に酒づくりの町ということ

で、いろんな形で、発信とか、またタウンプライドにつながればいいなと感じて

おります。これも継続的にやっていくかどうかは、実行委員会の判断でやってい

ただけたらと思っておりますので、よろしくお願いします。 
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○議長（酒井圭治君） ６番、金元君。 

○６番（金元直栄君） 酒づくりって言うのですが、あまりぴんとこない人間ですか

ら、そういうこともあるので、なぜここかなっていうのは思ったとこです。本物

の問題で言うと、現実的にアンサンブルが町に来てくれたことがありますね。た

だし、そのとき、前にも言ったことありますけど、ひどい雨降りで、体育館の中

っていうのは、わって雨音がひどくて、これはＮＨＫがね、録音して、全国放送

しました。それの機会にそういうことをやるのですが、あれは没になったのでな

いかな。せめてそれはそういうのは、そういうサンサンホールとか、こっちのほ

うでやればいいんじゃないかな。例えば、傘松閣でやっても面白いのかなって思

ったりもしないわけではないので、僕はいろんな施設を活用して、そういう本物

の、そういうクラシックとか、そういうのに触れる。 

   以前、僕は、これはいいって言いましたけど、子供たちの指導に、スポーツの

あれで町長が来ると言われた、みんな関心ある人は、目輝かせていますよ、バレ

ーボールに関係した人なんかはね。そんなことも含めて、一流に触れる機会をぜ

ひ大事にしていただきたいなと思うところです。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   １１番、上田君。 

○１１番（上田 誠君） 私は地域づくりのこと３点しました。 

   まず、地域づくり推進のところです。まず、子供のこの夢、これはスマイルプ

ロジェクトということですが、１０件を予定しているっていうことですけども、

大体どんなのを考えていらっしゃるのかなっていうのと、１０件のうち、もう大

体、今三、四件はあるねっていうようなとこがあったら教えていただきたい。 

   同じように、集落活性化支援事業、一応４団体っていうふうに、４地区か、と

いうように聞いているのですが、これはもう当てがあるのか、いや、見込みで４

地区とおっしゃっているのか。そこらあたりがお願いしたいと思います。 

   地域づくり推進事業は、私が思うのは、もうその後の公民館のところの推進、

要は公民館活動が結局これにつながってくるって思っています。先ほど金元議員

が言ったように、地域づくり応援のところとか、わがまち夢プランがとか、もう

１つの大きい金額のやつがあったのですが、それなんかも、結構偏りがあるって

いうのは、そこらあたりの活動がね、満遍なく行けば、活動も増えてくると思い

ます。ぜひ公民館活動のところにお力添えをいただきたいと思っています。 
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   この中でも、公民館活動の、当然、公民館の自主性に当然任せるわけですが、

そこらあたりの動きっていうのをぜひお願いしたいというのが１点です。 

   それから、もう１つは、男女共同参画のところで、男女が共に活躍できる環境

づくり、これも公民館づくりに絡んでくる、地域づくりに絡んでくるとは思うの

ですが、一応いろんな事業の中で、講演会がありますよ、それからそれぞれのフ

ェスティバルって言うかね、県やらそこに参加しますよ。スイーツづくり、男の

料理づくり、私これも大事やと思います。大事やと思いますが、本来ならば、例

えば地域の中で女性の方が活躍する、例えば集会開いたら、集まり、家の常会や

ったら必ず男の人がほとんどというようなところとか、それから子供も含めて

ね、そこらあたりの男女共同参画っていうのは、もうちょっと考えていくべき。 

   確か、宣言した当時は、確か二、三地区で女性だけのいろんな動きがあったか

と思いますよ。例えば、その地域での課題解決のためにというので、会合を開い

てだとか、確かうちは、志比南のほうでは、市野々地区がやっていたかと思いま

すし、過去ですけど、その中には、リーダーが１人いて、やるよって言って、頑

張ったからできたのだろうとは思うのですけど、ぜひそこらあたりの男女共同参

画、なかなか大変ですけども、一応、宣言都市としてね、ぜひお願いしたいなと

思っています。そこらあたりの施策と、また考えがあったらお知らせください。 

○議長（酒井圭治君） 教育長。 

○教育長（竹内康高君） スマイルプロジェクトの件だけ、例年ですが、総合的な学

習の中で、いろんな地域活動というか、そういったことをやります。 

   ところが、これが大体、年度が始まってから、要は４月とか５月、予算をつけ

るときには、それが分からない状況になるので、町長のほうに相談させていただ

いて、一応、生涯学習課のほうで、このスマイルプロジェクトっていう形で、５

万円の１０件と。だから今これが通していただければ、それを基に今度、来年

度、令和７年度の４月、５月、６月ぐらいで、大体、子供たちがこの活動の中で

やりたい方向性とか、それが見えてくるので、そこにもうお金もかからないよう

な活動もありますし、補助をしてあげないとできない活動もあるので、そこに、

こう支援をしていきたいと思います。一応、多めに１０件というところで、これ

だけ出てきてくれると、本当にうれしいなっていう形です。 

   以上です。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 集落活性化事業４０万円につきましては、これは見
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込みでございます。見込みです。これは、子供さん、女の人とかという参加者が

地区で活動したときに出る補助金でございます。 

   それと、男女共同参画につきましては、先ほどもお伝えさせてもらったと思い

ますが、地区の集会やサロンなどで使えるような進行のマニュアル、司会進行の

マニュアルも作ってあります。また、ご家庭で夫婦とかでチェックシートがござ

いますので、そういうものを利用していただいて、家庭内でお話をしてもらった

り、地区で話をしてもらったりして、進めていっていただければなと思っており

ます。 

○議長（酒井圭治君） １１番、上田君。 

○１１番（上田 誠君） まず、男女共同参画でいきますと、今言うチェックシート

とかマニュアルのやつ、結構ＰＲされているっていう、あんまり知られていない

のでないかなって思いますよ。 

   このことは大変あれですが、ちょうど宣言して合併する、しない、後のときな

んかは、旧永平寺町でも、実行委員会でいろいろな活動の中で、例えばキャッチ

フレーズのシールを作って、うれしいね、ありがとうという言葉を要は家庭内で

使おうみたいなステッカーを作るとか、いろんな活動をして、または男女共同参

画の寸劇、今、松岡でも若干残っていますが、その寸劇は、本当に男女共同参画

をやったやつのそれを実行委員会、推進委員会の中でこしらえて、それを各集落

に行って公演するとかね。それから、何かの大会には必ずそれを前でやるとか、

それは有意義性とか課題を寸劇的に指摘したような劇、そんなのをやるとか、そ

ういう動きをされていた時期がありました。それが最近とんとないっていうか、

に思っています。今ほどのチェックシートであるとか、進行マニュアルがあるっ

ていうことであれば、それをどういうところで活用するのかということをぜひ広

めていただきたい。 

   例えばですよ、例えばサロン活動があります。それはお年寄りとの年であれで

すけど、その中でこんなんやって、あんたのとこの家庭でどんなやねって、おじ

いちゃん、おばあちゃんから見た、家では、いや、こんなんで結構頑張っている

と、いや、こんななっているねというのは、そういう見方でするとか、これの活

用例をやはりぜひお願いしたいなという、男女共同参画については、お願いした

いと思います。 

   それから、地域づくり推進事業、これはもう、まさしくここにとらまえずに、

もう公民館活動さえ充実すれば、必ずこっちは引っついて、ヒモづきじゃないで
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すけど、マイナカードのヒモづきじゃないですけども、必ずこっちをやれば、そ

れヒモづいてきますので、お願いしたいと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

   前もちょっとこれ、あのときにご提案したのですが、一本釣りっていうのは、

やっぱりいろんな活動の中でやりますね。一本釣りってご存じですね。指定し

て、その人を引っ張るためのいろんなやつをやると。それは絶対やらないと、網

羅的になかなかできないというのがあるので、ぜひ地域づくり、公民館活動の中

には、公民館というのも含め、先ほど月１回、定例会持っているわけですから、

その定例会の中で、ほんならここの地区には、あの人、あの人、あの人だけはピ

ックアップしてこう、やっていこうねっていうようなところまで、落とし込んで

いただくと、非常に助かります。ただ網羅的にああだ、こうだって言うのでなく

て、そのほうが有効性はあるって思いますので、お考えいただければと思いま

す。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 男女共同参画のマニュアル等のツールの使い方等に

ついて、また広報紙等で、こういう場面で、こういうふうに使ってくださいみた

いな形で、ご紹介させていただきたいと思います。 

   それと、公民館活動が地域づくりの基本ということで、公民館職員のつなげる

力、そういうものを利用して、一本釣り、できれば一本釣りにして、その地区で

活動していただける人を集めていくっていうのも、支援できるかなと思っており

ます。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   １２番、松川君。 

○１２番（松川正樹君） １つだけ、先ほど言い忘れたので、お願いします。 

   吉野の島の文化財保護のことであります。多少課長からご説明を受けましたの

で、少し理解を深めたというたらあれやけど、南北朝まで遡るらしいですね。す

ごい、ぱっともう予算書では、もう読んだときでも、あっと思ったのです。もう

難しい字、読めないし、書けないし、これは何じゃっていうので、もう広辞苑み

たいな事典で調べたら、多少は書いてありますね。 

   ほんで、それ読んだだけでも、あっと思って、そしたら今、先ほどの説明で

も、ますますこれはひょっとして当たるのでないかなという予感もあるし、これ

町を上げて、もう鞘堂の、何か多少、私も読んだのですけども、ますます興味を
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引かれました。いわゆるこれは本当、当たると思いますので、ひとつ頑張ってや

っていただくことをお願いいたします。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

   河合町長。 

○町長（河合永充君） 宝篋印塔、今年度、鞘堂を造らせていただいて、来年度は行

きやすいように、今ぬかるんでいますので、通路をきれいにさせていただいて、

皆さん気軽に、気軽っていうのはあれですけど、そういう行ける環境をつくって

いきますので、みんなで大切にしていけたらなと思います。 

○議長（酒井圭治君） ２番、長岡君。 

○２番（長岡千惠子君） 文化芸術振興事業ですけれども、先ほどＮ響やフィルハー

モニーはお金がかかり過ぎるという答弁がありました。 

   ですけれども、実は今年の令和７年１１月３０日だったと思いますけれども、

坂井市のハートピア春江が開館２０周年記念になるそうです。そこで第九を演奏

するそうですけれども、これはもう決定しているそうですが、そこには、第九の

演奏は、大阪フィルハーモニーが演奏して、小松長生の指揮と私は聞いておりま

したので、ぜひとも近いところの町ですので、予算等については、一度確認して

いただいたほうがいいのではないかなと思いました。 

   それで、どのぐらいかかるかは知りませんけれども、可能な、坂井市でできる

のだったら、永平寺町でもできないことはないのでないかなという思いもありま

すので、ぜひともそういったものを検討していただけたらと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 早速、坂井市のほうに確認してみたいと思います。 

   ただ、ハートピア春江でやるときは、有料公演になる可能性もあるのかなと思

っていますので、そこら辺でお金のバランスを取っているのかなっていう思いも

あります。また確認してみます。 

○議長（酒井圭治君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） フィルハーモニーじゃないですけど、一応、自衛隊を呼ぶと

きに、東京の有名な舞台がありまして、楽団の。そこで歌姫とか入れて、ぜひ自

衛隊で来ていただけたら、その方、その楽団が来ていただけないかなと、１回ア

ポを取ったときには、施設の規模、それも永平寺町内には、それだけ大きな楽団

が入るっていうか、それが厳しいっていう声がありまして、断られて、今のこう
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いったところになっているという現実もあります。 

   ただ、ＮＨＫのフィルハーモニーは、違うかもしれませんので、確認はさせて

いただきますが、金銭的な問題ではなしに、そういったキャパ的な問題とか、そ

こでお断りされることもあるというのは、もうご理解をいただきたい。チャレン

ジは１回してみます。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） ないようですので、次に通告者以外で通告のあった案件に関

して、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） ないようですので、その他、全体を通して、質疑はありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） ないようですので、暫時休憩します。 

   全体であるということでございます。 

   １１番、上田君。 

○１１番（上田 誠君） よろしくお願いします。 

   前々からいつも言っているのですが、公民館、南の公民館建てていただいて、

本当ありがとうございます。それを起点にしながら、何か頑張らないといかんな

と思っております。 

   ただ、ぜひとも今年は入っておりませんが、公民館を常時開館、かぎを開けと

くという態勢をぜひ取っていただきたい。松岡地区の、地区公民館は全部、大体

いつもかぎは開いている。というのは、そこに常駐されている方がいらっしゃい

ます。しかしながら、永平寺地区のところは、常駐されている形が取られていな

いです。ですから、そういうことも含めて、なかなか町長言われるように、どこ

かを増やしたらどっか減らさないとあかんとか、いろいろ大変なところもあるか

とは思いますが、ぜひとも今後の、もう地域コミュニティ、これだけ人口が減っ

てきて、何とかその地域を持続可能な形で進めていこうとする中では、いろんな

地域の方々の高齢から若い方までのコミュニティが必要なので、ぜひそこらあた

りは、大変かもしれませんが、そういうところの、このお願いしたい。 

   例えば、前も言っているのですが、永平寺だったら月曜日と水曜日は北です

よ、火曜と木曜日は南ですよみたいに、ある程度決められた日を設定していただ
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くと、それに合わせて、皆さんも活動日をそこに合わせていくとか、いろんな形

ができるかと思いますので、ぜひそこらあたりの配慮をまた、今年は難しかった

ですけども、お願いできればと思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

○議長（酒井圭治君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（吉田正幸君） 御陵、吉野、志比北、志比南、この公民館の平準化

は図っていかなきゃいけないと思っております。曜日ごとで南と北に行くとか、

そういうことも考えてもおりますので、また。 

   また、公民館施設、デジタルロックも導入いたしますので、開けられるので、

そういう形でやっていきたいと思います。 

○議長（酒井圭治君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） ないようですので、暫時休憩します。 

（午後 ４時３７分 休憩） 

────────────── 

（午後 ４時３７分 再開） 

○議長（酒井圭治君） 休憩前に引き続き、再開します。 

   お諮りします。 

   ただいま審議の途中ですが、本日はこれをもちまして、延会したいと思いま

す。 

   ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒井圭治君） 異議なしと認めます。 

   よって、本日はこれで延会することに決定しました。 

   本日は、これで延会します。 

   なお、明日、３月１４日は、午前９時より、本会議を開催いたしますので、ご

参集のほど、よろしくお願いいたします。 

   本日は、どうもご苦労さまでした。 

（午後 ４時３８分 延会） 


